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　特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティーは、前

身団体の発足から、2024年5月1日をもちまして創立30

周年を迎えることができました。発足当初は学生4名の

小さな団体でしたが、これまで延べ約1万名の学生達が

活躍する場となりました。

　前身の家庭教師斡旋団体「関学学習指導会」は、フラ

ンスのレジスタンス詩人ルイ･アラゴン(1897-1982)の

作品「ストラスブール大学の歌」の一節である「教えると

は希望をともに語ること」を拝借して、活動のスローガン

に掲げ、子ども達と「希望をともに語ること」を実践して

まいりました。

　前出の詩には、「友よ、何を、われらは何をなすべき

か」ともあります。阪神・淡路大震災の発災直後から「わ

れらが何をなすべきか」侃々諤々の議論を交わし、活動

を子ども達への全人教育へと拡げていきました。やが

て、特定非営利活動促進法（1998）の成立を機に、全国

初の学生主体型NPO法人となり、不登校問題や貧困・

生活困窮による教育を受ける機会格差の問題など、社

会が抱える教育問題に逸早く着眼し、試行錯誤を繰り

返しながらもその支援活動を展開してきたことは、「希

望をともに語ること」「われらは何をなすべきか」が、当会

の精神的支柱思想として、今日に至るまで脈 と々受け継

がれてきた証左であり、それらがこれからも後継されて

いくことを信じてやみません。

　前身団体初代理事長といたしまして、関係各位におか

れましては、これまで多大なるご協力を賜りましたことを

この場を借りて感謝申し上げますとともに、今後とも変

わらぬご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

　関係者の皆様方の益々のご健勝と今後一層のご繁栄

を祈念し、ご挨拶とさせて頂きます。

関学学習指導会初代理事長

濵村 直之
はまむら　なおゆき

関学学習指導会第2代理事長
特定非営利活動法人
ブレーンヒューマニティー初代理事長

能島 裕介
のじま　   ゆうすけ

はじめに

関学学習指導会第3代理事長

森山 隆一
もりやま　りゅういち

特定非営利活動法人
ブレーンヒューマニティー第2代理事長

松本 学
まつもと　まなぶ

　なにげない大学生の雑談から始まった団体が、いつ

のまにか30周年を迎えることになった。単なる家庭教師

のアルバイトをするだけの集まりだったのに、阪神・淡路

大震災がその方向性を大きく変えた。まだNPOという

言葉もそれほど馴染みがなかった時期に、全国初の学

生主体NPO法人となり、多くの方々の支えをいただきつ

つ、四苦八苦しながらその活動を継続してきた。組織が

継続することは決して目的ではないが、多くの若者に

よってこの活動が30年も続いてきたことには大きな意

味があると思う。

　世の中には学生や若者が立ち上げたNPOはたくさん

あるが、この規模でありながら、いまなお学生主体の運

営をしている団体は数少ない。学生が起業しても、起業

した学生が卒業し、年を重ねるといつの間にか大人だけ

で運営する団体になったりしている。大人が経営をしな

がら、若者が形だけの参画をしている団体もある。でも、

ブレヒューはそんな団体にはなってほしくないと願って

いる。

　数年前にある人からユースワークの話を聞いた。ユー

スワークには様々な定義があるが、その人は「若者の影

響力を高めること」と表現した。その時、私が18歳の時

からやり続けてきた活動がまさに「若者の影響力を高め

ること」だったということに気がついた。「若者なんて無

責任だ」とか「学生には無理だ」などという大人たちの声

に必死に抗ってきた。この組織の30年はそんな大人た

ちへの挑戦であるとともに、若者や学生でもしっかりと

社会のなかで責任を負い、その役割を果たしていくこと

が可能だということの証明のプロセスでもあった。

　証明の開始から30年が経過したが、まだその証明は

終わっていない。もしかすると証明が終わることはない

のかもしれない。ただその証明が終わるまでは、この組

織は若者のものであってほしい。どんなに偉そうなこと

を言ったって、若者の雑談から始まった組織なんだから。

　設立30周年、誠におめでとうございます。この会を発

足していただいた設立メンバーがいなければ、この素晴

らしい活動はありませんでした。また、現在も脈 と々続い

ているのは、30年の長きにわたりサポートして下さった

皆様、そして子ども達と真正面から向き合った1万人もの

学生の皆様のおかげであると感謝いたします。

　民間企業の場合、会社の存続率は10年で6.3％、20

年で0.39％、30年となると0.025％と言われています。

では、ブレーンヒューマニティーが設立30年を迎えられ

た理由は何でしょうか。

１．どこに向かっているのか（ミッション）を常に明確に

　 していること

２．子ども達に対し、それぞれが多様な価値に触れ、選

　 択肢を広げられる機会を提供することは、いつまで

　 も色褪せない、魅力的なことであること

３．全力で何かをやり切ることは、すごくしんどいことで

　 あるけれども、達成した時の充実感、爽快感が何もの

　 にも代えられないこと

４．組織、マニュアル、議事進行など、組織運営の基礎レ

　 ベルが極めて高いこと

まだまだ、挙げ始めたらきりがありません。今、現役で頑

張っている学生の皆様も、同じような体験をされている

のではないでしょうか。

　米国の神学者ラインホールド・ニーバーは、「神よ、変

えることのできるものを変える勇気と、変えることので

きないものを受け入れる冷静さと、そして両者を識別す

る知恵をわれらに与えたまえ」という言葉を残していま

す。世の中は目まぐるしく変化し、子ども達の環境も変わ

ります。何が正解かは分からなくても、いまいる学生の

皆様と役職員、社外理事・幹事の皆様とで、30年間変わ

らない熱い議論がこれからもなされて、一人でも多くの

子ども達に多様な選択肢をこれからも提供されること

を心より祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

　2024年5月1日に、ブレーンヒューマニティーが設立

30周年を迎えた。私は、いわば「中継ぎ投手で試合中の

身」なので、この意味をまだ実感できずにいる。それは

ブレーンヒューマニティーで現在活動している多くの

学生たちも同じなのかもしれない。

　ブレーンヒューマニティーに出会って18年。36歳に

なった私にとって、ここは、人生においていくつかの大き

な意味を持つ場所となっていることは間違いない。

　中にいると毎年「今年は大丈夫だろうか」「来年はどう

しようか」「一緒に活動してくれる学生は来てくれるだろ

うか」という不安が付きまとう。

　30回この不安を繰り返し、不安が杞憂に終わり、そし

てワクワクに変わるサイクルを繰り返し続けているこの

団体の在り方を心からすごいと思う。

　前理事長の能島氏が、ある時のスピーチでピーター・

ドラッカーを引用した言葉が頭に残っている。

「私が13歳のとき、宗教の先生が、何によって憶えられ

たいかねと聞いた。誰も答えられなかった。すると、今

答えられると思って聞いたわけではない。でも50歳に

なっても答えられなければ、人生を無駄に過ごしたこと

になるよといった」

　その言葉をときおり思い出し、私自身は当然だが、

ブレーンヒューマニティーにおいてもその時々の大学生

スタッフにとって、子どもや若者たちにとって、どのよう

な場所として憶えられたいか考えてしまう。

　創業メンバー、諸先輩方、後輩たちが紡いできた30年

という長い年月に深く感謝したい。「抑えピッチャー」に

ならないように、40年め、50年めの未来を今の仲間と

共に作っていきたいと思う。

　ブレーンヒューマニティーはまだ30歳。まずは、天命

を知るまでを目標にこれからも爆走していきたい。
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BrainHumanity会歌

『空色になったキャンバス』
作曲：有本欣永／橋本崇 作詞：創立5周年記念パーティーに参加したみんな

編詞：濵村直之
演奏　加藤暢之／二上徹平／橋本崇／吉田督史
合唱　永井俊広／三浦一郎

1. 晴れわたる空のした　夢色の虹かかった

ひとつの輪になって　あの山の向こうまで歩いていこう

そびえ立つビルの街　壊れた瞬きのあと

この指止まれで集まる　僕らで仲良くいこう

この丘で　荷物を置いて

寝ころんだまま　見上げてた空

流れ星のゆくえを　眺めるように未来を見て

白いキャンパスに描いた　大好きな楽しい夢

ただまっすぐに続く　この道を歩いて行こう

子供の頃に描いた　絵の景色に着くだろうか

2.

※

虹かかる空の下　あふれる光の中

夢を語りあいながら　いつしか時は流れた

あかね色に　染まるあの丘で

まばたきを忘れ　眺めてた空

手を振る君のそばには　いつも僕たちがいる

一緒に流した涙を　喜びの声にかえて

ただまっすぐに続く　この道を歩いて行こう

僕らの未来映した　夢の続きを話しながら

明日への思い　つなぎ合わせ生まれた

僕らの歌は響く　七色の風に乗って

　（※印 くりかえし）

明日への思い　つなぎ合わせ生まれた

僕らの歌は響く　七色の風に乗って

　（※印 くりかえし）

またた

あ　す

みらい

えが

こちらから
歌を聴くことが
できます

年
表

BrainHumanityの歩み
1994 - 2024

History
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「みんなで家庭教師の派遣をやらへんか」

BrainHumanity History
5月

組合契約書1994
1995

　関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスB号館。今と変わらず、後ろの席

で眠そうにしている学生たちの集まりがあった。

　「みんなで家庭教師の派遣をやらへんか」

　1994年4月、ある青年の一言が、後に30年続く組織の小さな種となった。

時代はバブル崩壊後。景気は上向くと思われたが低調のままで、社会

全体が重苦しい空気に包まれていた。高いマージンを抜くような商売を

する「大人」たちに反抗するかのように、学生にとっては高い報酬で、

家庭にとっては安い月謝で学習指導をしようーそんな4人の学生の思

いが集まり、当会の前身である「関学学習指導会」が結成された。

　しかし、現実の壁は高かった。広告を掲載しても反応は少なく、結果

が出なければ意気込みも薄れていき、94年は歯がゆいまま過ぎていっ

た。そんな中、運命は突然大きく動いた。

　1995年1月17日午前5時46分、兵庫県南部を震源地とする、最大

震度7を記録した大地震、阪神・淡路大震災が発生した。

　指導会メンバーも被災者となり、避難を余儀なくされた者もいた。

　「避難所で夜遅くに参考書を広げて勉強している中学生の姿をテレ

ビで見た。なにか俺たちにできることはないか」

　彼らは顔を合わせて、自分たちに問うた。

　そして、これまでやってきた取り組みを基に、無料の家庭教師派遣を

やろうと決めた。その第一報が新聞に掲載された日から、事務所にして

いたメンバーの1人の下宿先の電話は鳴りやまなかった。被災から時

間が経つにつれ、遊び場や、遊び相手のお兄ちゃんお姉ちゃんがほしい

といった声にも応え、手探りのままキャンプやピクニックといったレクリ

エーション活動を行っていくことになった。

　ちょっとした思いつきは、多くの共感や仲間を生み出し、次第に引く

に引けない状況となっていった。

年
表

寄
稿

資
料

H
isto

ry
C

o
n

trib
u

tio
n

D
o

c
u

m
e

n
t

関西学院大学の学生４人により「関
学学習指導会」を創立。家庭教師
斡旋事業を開始。

1月17日

2月21日

4月1日

4月1日 ～ 2日

5月

7月31日

4月～6月

8月

9月～10月

阪神・淡路大震災（M7.3）発生。

被災児童に学習支援活動を行う「救援教育セン
ター」を設置。無料家庭教師派遣活動を開始。

被災児童への全人的支援活動を展開すべく、
「救援教育センター」を改組し、「ちびっこ支援
センター」を設置。

「被災児童・生徒のためのセミナーキャンプ」
を開催（於：関西学院千刈キャンプ）。小～中学
生52名が参加。

理事長に濵村直之を選任。

無料家庭教師派遣活動を終了。
のべ125件の無料家庭教師派遣に至る。

「こどもの日ハイク」「ちびっこバーベキュー」
「ちびっこオリエンテーリング」などの日帰りレ
クリエーション企画を開催（於：甲山森林公園、
仁川ピクニックセンター他）。のべ109名が参加。

「ちびっこサマーキャンプ’95」を開催（於：関西
学院千刈キャンプ）。小～中学生20名が参加。

「ちびっこウォークラリー」「ちびっこバーベ
キュー」などの日帰りレクリエーション企画を開
催（於：甲山森林公園、仁川ピクニックセンター
他）。のべ98名が参加。

日付 主な活動内容

1995年

1994年

写真1・6

神戸新聞社提供（1995年2月24日掲載）

写真 2・5 

写真 4

1

32

54

6

写真 3

写真提供：神戸市
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キャンプを中心としたレクリエーション活動を行い、
被災した子どもたちを支援していく

BrainHumanity History

1996
1998

　学生たちの踏み出した一歩は、子どもたちだけでなく保護者にも受け

入れられ、次第に大きな活動となっていった。新聞にも指導会の活動や

歩みが連載記事として取り上げられ、認知度の高まりと共に、継続的に

イベントに参加する子どもたちも増えた。

　「キャンプを中心としたレクリエーション活動を行い、被災した子ども

たちを支援していく」

　子どもたちの楽しそうな姿と、自分たちが議論したことが具現化して

いく充実感のなかで、大学生、高校生を中心とする指導会メンバーは

大きな手応えを感じていた。

　「やり始めてから考えよう」「なんでもできる」。そんなポジティブで

楽観的で自信過剰な意識、それでいて、あらゆるリスクを検討しその

対策を練るという姿勢ー、当会の行動指針が生まれ始めていたのもこ

の頃であった。

　一方で、活動の広がりと共に、子どもたちに寄りそう直接的な支援だ

けでなく、その活動を支えていくための間接的な管理業務も増えてい

く。それらを担い、多くのボランティアが集まることのできる場所をつく

るためには、予算が必要である。また、指導会を立ち上げた主要メン

バーにも卒業の時期が迫り、引き継ぎを模索するなど、継続的に子ども

たちを支援していくためには多くの壁が立ちはだかった。しかし彼らは、

学生団体だからこその柔軟な発想、徹底した議論を経て、基金の創出

や、1回生への理事長交代など、指導会を存続させるための試みを続け

ていくことになる。

　そして1998年3月、彼らの活動に呼応するかのように、特定非営利活

動促進法（NPO法）が成立した。

年
表

寄
稿

資
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3月～4月

8月

9月

「ちびっこスプリングキャンプ’96」を開
催（於：関西学院千刈キャンプ）。61名が
参加。

「海洋冒険キャンプin小豆島」を開催（協力：
Blue Beans Shore）。30名が参加。
「ちびっこサマーキャンプ '96」を開催
（於：関西学院千刈キャンプ）。84名が
参加。

理事長に能島裕介を選任。

3月

7月～8月

9月 理事長に森山隆一を選任。
「家庭教師センター」を設置。

「琵琶湖サマーキャンプ’97」を開催（於：
同志社大学小松学舎（滋賀県志賀町））。
48名が参加。
「ちびっこサマーキャンプ’97」を開催
（於：関西学院千刈キャンプ）。59名が参加。

「ちびっこスキーツアー’97」を開催（於：
戸狩スキー場（長野県飯山市））。30名が
参加。
「ちびっこスプリングキャンプ’97」を開
催（於：関西学院千刈キャンプ）。57名が
参加。

日付 主な活動内容

1997年

1月

3月

8月

10月

12月

「ちびっこスプリングキャンプ’98」を開
催（於：関西学院千刈キャンプ）。39名
が参加。

「琵琶湖サマーキャンプ’98」を開催（於：
同志社大学小松学舎）。32名が参加。
「ちびっこサマーキャンプ’98」を開催
（於：関西学院千刈キャンプ）。56名が参加。

「仮設住宅の方とふれあうちびっこツ
アー」を開催（於：六甲アイランド第二仮
設住宅）。子ども23名・地域住民24名が
参加。

「ちびっこ餅つき大会in六甲アイランド」
を開催（於：六甲アイランド第二仮設住
宅）。子ども21名・地域住民22名が参加。

「ちびっこスキーツアー’98」を開催（於：戸
狩温泉スキー場）。28名が参加。

特定非営利活動促進法（NPO法）成立。
「ちびっこ支援基金」を創設。

1998年

1996年

1

2

5

6

7

3 4

写真 2

写真 3

写真 6

写真 5

写真 4

写真 1

写真 7
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NPO法人ブレーンヒューマニティー誕生へ

BrainHumanity History

10

❺

1999
2000

　指導会は、組織の変革期を迎えた。

　1999年4月、指導会創設者の1人である能島裕介が新卒で勤めていた

会社を退職し、別組織として「ブレーンヒューマニティー」を立ち上げた。

家庭教師派遣や補習塾等の収益事業を行って家賃を捻出し、事務所を

指導会とシェアするという試みが始まったのである。その中から、不登

校状態の子どもたちの学習支援を行う「HEP」が誕生する。こうした専

門性の高い支援活動には、大学講師などの専門家のサポートも加わり、

活動の幅がさらに広がりつつあった。

　しかしそんな新しい動きとは裏腹に、同年に指導会の理事長を務め

ていた学生が、その激務から活動を継続することが困難な状況が発生

した。社会的な期待が増す一方、学業やアルバイトなどの合間を縫って

活動することが困難となり、指導会の存続が危ぶまれる状況となった。

　長期に渡る議論の末、関学学習指導会は解散という結論に至り、そ

の活動はブレーンヒューマニティーへと引き継がれる。そして、ブレーン

ヒューマニティーは1999年11月に特定非営利活動法人の設立認証申請

を行い、学生主体としては全国初のNPO法人となった。

　専従職員による安定的な組織基盤を得たブレーンヒューマニティー

は、2000年に初の事務局長を迎え入れ、不登校児童等を対象とした通

所型支援としてフリースペースを開設するなど、指導会の活動を継続し

ながら新たな局面に入っていった。

年
表

寄
稿

資
料

H
isto

ry
C

o
n

trib
u

tio
n

D
o

c
u

m
e

n
t

5月22日

6月15日

9月1日

11月1日

11月7日

11月19日

創立５周年記念式典を挙行（於：西宮市立甲
東ホール）。

関学学習指導会役員らにより、新組織
「BrainHumanity」を設立。
兵庫県西宮市内に事務所を置き、補習教室の
開設や、専従職員の雇用を開始。

不登校の子ども達への訪問学習支援活動
「Home Education Project（HEP）」を開始。

特定非営利活動促進法に基づく特定非営利
活動法人ブレーンヒューマニティーの設立総
会を開催。

関学学習指導会の臨時総会を開催。
BrainHumanityへの統合を決議。

兵庫県知事に、特定非営利活動促進法に基づく
特定非営利活動法人の設立を申請。

日付 主な活動内容

3月1日

3月

4月

6月

8月

兵庫県知事から、特定非営利活動促進法に基
づく特定非営利活動法人の設立を認証される。
日本初の学生主体ＮＰＯ法人として登記完了。
同日、理事長に能島裕介を選任。

「被災児童支援事業部」「レクリエーション事
業部」「ＨＥＰ事業部」「家庭教師事業部」「補
習事業部」からなる事業部制を制定。

当会事務所にてフリースペースをオープン。不
登校児童の全人的な教育、個性を育む場所と
して活動を展開。

法人設立記念事業として「これからの『教育』
を考えるシンポジウム」を開催。

若者向け人間関係トレーニング（Tグループ）
「Human Communication Laboratory」
を開催。

2000年

1999年

写真 1・10

写真 5

写真 3・4・７・９

写真 8

写真 6

写真 2

1

3

6

8

9

10

7

54

2
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新規事業の開発と災害支援のボランティア活動

BrainHumanity History

2001
2005

　NPO法人化し、組織の基盤が徐々に整っていくと共に、新規事業が

立て続けに産まれていく。

　2001年には「ワークキャンプ」と呼ばれる、日常を離れて共同生活や

ホームステイをしながら現地でボランティア活動を行う海外プログラム

がスタートした。貧困地域での住居建設を目的としたフィリピンでの

開催を皮切りに、アメリカ、インド、マレーシアと次々に新規国での実施

を成功させ、高校生に向けたプログラムとしては類を見ないものとなった。

　2002年に学校の完全週休2日制が始まると、週末に時間を持て余す

子どもたちに向けた「サタデープロジェクト」という日帰りイベントを

開始し、申し込みが殺到した。こうした気軽に参加できるイベントから

長期休みの宿泊キャンプにつなげていく流れができるなど、新しいプロ

グラムは社会と当会のニーズに合致し、大きな展開を見せていくことと

なる。

　事務局では、行政からの助成や委託事業の獲得にも力を入れ、兵庫

県下でのよさこい祭りや大阪市内の不登校児のメンタルケアを行う通

所施設の運営などを担い、運営資金の安定と共に信頼度を高めていっ

た。2002年、さらなる先駆的な新規事業の開発を目指す「総合事業局」

も開設し、日本国内の社会問題を取り扱う「釜ヶ崎ワークキャンプ」を行

うなど、学生の柔軟な発想と覚悟が新たな価値を生み出していく。

　2004年には、指導会時代から数えて創立10周年を迎えた。同年、

福井豪雨による水害、新潟中越地震が発生している。各所にボランティア

を派遣し支援活動を行ったことは、当会の原点を思い返す出来事と

なった。

年
表

寄
稿

資
料

H
isto

ry
C

o
n

trib
u

tio
n

D
o

c
u

m
e

n
t

1月

2月

3月

4月

5月

8月

8月

9月

11月

ボランティア・市民活動元気アップアワード「ボランティア国際年大賞」
（ボランティアスクエア2001実行委員会主催）を受賞。

西宮市長より「青少年ふれあいの賞」を受賞。

ミッションステートメントを制定。

不登校児童らを対象とした「ポレポレキャンプ2001」を開催。

「神戸垂水よさこいまつり」を企画・運営（主催：神戸垂水よさこいまつり
振興会）。

新規事業の展開及び柔軟な事業の見直しを促進する目的で「総合事
業局」を新設。

フィリピン共和国において、住居建設ワークキャンプ「高校生フィリピ
ンワークキャンプ」を開催（協力：Eco-Habitat関西学院、助成：三菱
銀行国際財団）。

被災児童を対象としたスノーボードプログラム「KOBE CHILL プログ
ラム」（バートン社協力）を実施。

「ＮＰＯと行政の協働会議ＮＰＯ部会事務局」の運営を開始（委託：兵庫
県社会福祉協議会）。

日付 主な活動内容

4月

６月 ～ 10月

7月

8月

11月

12月

公立学校の完全週５日制導入

新潟県中越地震（M6.8）発生。

「ひょうごよさこい」を企画・運営（委託：兵庫県）。

土曜レクリエーション事業「サタデープロジェクト」を開始。

小学低学年児童を対象とした「はじめてのキャンプ」を実施。

会計期間の変更を決議し、現行の会計期間となる。

現地高校生との協働による住居建設のワークキャンプ「高校生ＵＳＡワー
クキャンプ in Santa Fe」を開催。

2002年

1月17日

1月30日～2月28日

3月12日～22日

5月10日～11日

6月1日～

7月30日～8月9日

8月

兵庫県「震災メモリアルウォーク」の企画・運営を補助。

財団法人井植記念会より「井植文化賞」を受賞。

新潟県中越地震で被災した小千谷市における支援活動を実施。

当会創立１０周年記念パーティーを開催。

豪雨により被災した福井県鯖江市・今立町への救援活動を実施（協力：
ひょうごボランタリープラザ）。

カンボジア・ポイペットにおいて、大学生を対象としたスタディーツアー
「カンボジアスタディツアー」を実施。

高校生らによるホームレス支援ワークキャンプ「釜ヶ崎宿泊ワークキャン
プ」を実施。

小学低学年児童らを対象とした「はじめてのキャンプ～ちびっこだってで
きるんだぞ！～」を開催。

西宮市内の公民館などで実施される宮水ジュニア講座に企画補助員
を派遣（委託：兵庫県西宮市）。

高校生を対象に「タイワークキャンプ」を実施（共催：社団法人好善社、助
成：アジア草の根国際交流協会）。

インドにおいて、高校生・大学生向けの住居建設キャンプ「震災復興
ワークキャンプ in India」を実施（助成：兵庫県ボランティア市民活動
元気アップアワード、地球市民財団、ソニーマーケティング、兵庫県国
際交流協会）。

2003年

3月26日～4月2日

4月1日～

7月23日

9月10日～17日

10月23日

10月28日～31日

12月

マレーシア・サバ州において、高校生向け「マレーシア植林ワークキャン
プ」を実施（協力：財団法人オイスカ）。

不登校児童らのメンタルケアを目的とする「ほっとスペース」運営事業を
開始（委託：大阪市教育振興公社）。

2004年

3月

7月

阪神・淡路大震災１０年にあたり、兵庫県知事より被災地復興に向けた
活動に対する感謝状を受領。

中学生・高校生のための放課後における居場所「若者ゆうゆう広場」の
提供活動を開始（助成：兵庫県青少年本部）。

2005年

2001年

写真 2・3

写真 6

写真 7

写真 8

写真 1

写真 9

写真 4

写真 5

1

2 3

4

6

9

5

7 8

県内の小・中学生を対象とした土曜体験活動（2002年・海上保安庁協力）

理事役員研修の様子（2001年）    
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あらゆる子どもたちに多くの機会と価値を提供

BrainHumanity History

2006
2008

　指導会の誕生やスクールカウンセラー制度が導入された1995年頃

を境に、日本の経済成長は鈍化し、10年が経過していた。社会や学校など

の多くのシステムが限界を迎えつつあり、それらから生み出される歪み

が子どもたちに与える影響は、もはや看過できないものとなっていた。

　当会は、子どもたちへの多種多様なイベントによって蓄積したノウハ

ウを、不登校状態の子どもたちにも展開していく。家庭教師派遣や通所

事業に留まらず、日帰り遠足や宿泊キャンプの提供、2008年には富

士登山やマレーシア海外ワークキャンプを実施するといった活動の広

がりは、子どもたちに多くの機会と価値を提供する当会のミッションを

体現するものとなった。またこの頃、学校に通っている子どもたちについて

も、かつて地域社会と子どもたちが緩やかにつながっていたような、家

庭と学校以外の居場所の必要性が語られるようになっていた。そこで、

2008年に大学生が運営する居場所というコンセプトを打ち出し、寄付

を募って、翌2009年に「駄菓子屋本舗やなや」をオープンさせた。子ど

もたちとの日常的な接点として、居場所をつくり続けたのである。

　この時期は、外部との協働を通じて社会課題に取り組む「協働事業

局」が2006年に立ち上がるなど、行政からの委託事業が伸び、当会の

予算規模が大きく膨らんでいった。子どもたちに向けたレクリエーション

活動などを中心とした自主事業についても、新規の派生事業が次 と々

生まれていた。そうした当会の成長と共にボランティア希望者も飛躍的

に増加したが、その人材育成や当会全体のマネジメントに課題を抱える

など、ステージが上がっていく組織に見合った運営を模索する時期でも

あった。

年
表

寄
稿

資
料

H
isto

ry
C

o
n

trib
u

tio
n

D
o

c
u

m
e

n
t

1月

7月

「協働事業局」「国際関連事業部」「デイイベン
ト事業部」を新設。
「協働事業局」「国際関連事業部」は、「総合事
業局」から委託事業などの協働事業と国際関
連事業を移管したもの。「デイイベント事業部」
は「レクリエーション事業部」から分離したもの。

中学生・高校生の居場所「ユースステーショ
ン」の運営を開始（委託：神戸市）。

2006年

3月2日～11日

7月16日

大学生を対象としたマレーシアにおけるスタ
ディーツアーを実施。

新潟県中越沖地震（M6.8）発生。

2007年

1月

8月5日～10日

8月15日～22日

8月18日～25日

「家庭教師事業部」と「補習事業部」を合併し、
「学習支援事業部」を新設。

不登校の中学生・高校生を対象とした「ポレポ
レ富士登山」を実施。

マレーシアにおいて、不登校の中学生・高校生
を対象とした海外スタディーツアー「ポレポレ
マレーシア」を実施。

淡路島から香住まで岩登りなどをしながら自
転車で横断する「兵庫県自転車縦断プログラ
ム」を実施（委託：厚生労働省）。

2008年

写真 6

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4

写真 5

写真 7

写真 8

1

2

5

7
6

8

3 4

チャレンジング・デイズ2008（2008年）
フレッシャーズ・キャンプ（2006年）
勉強会合宿（2008年）
釜が崎宿泊ワークキャンプ（2006年）
トップマネジメント研修（2006年）
ユースステーション長田のようす（2008年）

日付 主な活動内容
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2月

9月

11月

11月

子どもたちの居場所として、阪急夙川駅近くに
「駄菓子屋本舗やなや」を開店。

児童養護施設善照学園に対する学習支援活
動を開始。

母子生活支援施設北さくら園に対する学習支
援活動を開始。

生活保護世帯の子ども達に学校外教育バウ
チャーを提供する「Chance for Children」
プロジェクトを開始。

日付

2009年

2月1日

4月～

5月～

NPO法人み・らいずとの共同出資により、障が
いのある子どもを支援するための「株式会社
YEVIS」を設立。

兵庫県朝来市生野町奥銀谷を皮切りに小規模
集落サポーターを派遣。

障がい児者対象の外出を援助。年間イベント
「みんなでおでかけ♪」を実施。ヘルパー養成
講座を実施。

被災者を支援するために、宮城県へ職員を派
遣（助成：被災者とＮＰＯをつないで支える合
同プロジェクト）。

ＮＰＯ法人カタリバとの協働で、関西圏の高校
におけるキャリア教育を目的とした学校出張
授業「関西カタリバ」を開始。

被災した子ども達に学習機会を提供する目的
で「一般社団法人Chance for Children」を
設立。

大学生を対象に、震災復興支援「石巻復興ワーク
キャンプ2011」を実施（助成：日本財団）。

2010年

3月11日

3月18日～4月20日

4月1日～

6月20日

11月3日～5日

東日本大震災（M9.0）発生。
2011年

新しい取り組み、東日本大震災

BrainHumanity History

2009
2011

　子どもを取り巻く環境は引き続き厳しく、当会の取り組みは、より広

範囲に、より重い課題へと舵を切っていく。

　そのひとつが「平均的な所得の半分に満たない世帯で暮らす子どもが

増えている」というものであった。

　2000年代の終わり、塾や習い事に通えず、教育的な格差や貧困の

連鎖が生まれている現状が少しずつ知られるようになっていた。そこで

2009年、寄付金を原資に学校外教育に使えるクーポンを発行する

「CFC（Chance for Children）プロジェクト」を開始した。続く2010

年には、大阪のNPO法人み・らいず（当時）との共同出資で、阪神間

地域の障がいのある子どもとその家族に対する支援を行う「株式会社

YEVIS」を立ち上げ、放課後等デイサービスを中心とする活動が始

まった。

　そうした取り組みを進めていた2011年3月、宮城県沖を震源地と

する東日本大震災が発生した。この未曽有の災害に、当会は職員や学

生を現地に派遣するなど、継続的な支援体制を模索した。最も大き

な取り組みとして、CFCプロジェクトをスピンオフする形で「一般社団

法人Chance for Children」を設立し、当会OB3名が中心となって被

災地の子どもたちの支援を進めていった。

　また2011年は、高校での総合的な学習の時間の広がりを受けて、

東京のNPO法人カタリバ（当時）の関西地域パートナーとして、高校に

キャリア教育を目的とした出張授業を行う「関西カタリバ」事業をス

タートした。奇しくも2011年は、阪神・淡路大震災が発生した1995年に

生まれた子どもたちが、高校生になる年であった。

年
表

寄
稿

資
料
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主な活動内容

写真 9

写真 7

写真 5

写真 1

写真 2 写真 6

写真 8

写真 3

写真 4

1

2

3

6

9

4 5

7 8

東日本大震災救援子ども基金（神戸三宮にて）（2011年）
こうべカタリ場　須磨翔風高校企画（2011年）
CFCクーポン贈呈式（2011年）
障がいを持つ児童生徒対象デイイベント「えびすクッキング」（2010年）

CFC該当募金活動（2009年）
「サテライト旭」（旧「ほっとスペース旭」）運営（2010年）
黒川小規模集落ワークキャンプ（2009年）
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事業の拡がり、体制の見直し

BrainHumanity History

2012
2017

　子どもたちを取り巻く様々な課題を前に、活動はさらに拡大していった。

　東日本大震災から1年が経過し、当会は復興を目的としたワークキャ

ンプや起業家へのフォローアップを始めとした継続的な支援活動を続

けていた。またこの頃から、子どもの貧困問題が社会的な認知を得て、

各自治体では課題解決に向けた予算化がなされるようになった。2012

年、神戸市から生活保護世帯向けの学習支援事業を受託すると、その

後兵庫県郡部、西宮市、明石市、そして奈良や大阪エリアまで、所得格

差による学習機会を補う取り組みが広がっていく。2015年には、経済

的な理由や家庭環境から欠食・孤食状態にある子どもたちを支援する

「にしのみやこども食堂」をオープンし、大学生と子どもたちが同じ空間

で食事を共にする活動も始めた。

　一方、既存のレクリエーション事業では、キャンプ等を旅行業法上

の旅行として取り扱うため、当会の100％子会社として2014年に「関

西教育旅行株式会社」を設立し、自主事業キャンプのみならず、他団体

によるキャンプにも、旅行業の適用をサポートするようになった。また、す

べての週末にイベント実施を試みるなど、事業規模は拡大の一途を辿

り、理事役員や事業部の学生、また職員へのマネジメント上の負荷がさ

らに大きくなっていく。そうした状況に加え、大学での授業出席日数が

厳格化されたり、格差の拡がりから長時間のアルバイトを余儀なくさ

れる学生が増加したりといった社会的な変化も進んでいった。2014年

には指導会設立から20年が経過し、子どもだけでなく、サービスを提

供する大学生の状況や考え方も大きく変容している中で、当会の体制

を見直す時期に差し掛かっていた。
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8月26日～27日 障がい児を対象とした野外キャンプ「サマー
キャンプin明石」を開催。

日付

2012年

7月1日～

11月24日～3月16日

奈良市内、大阪市内の小学校で、児童を対象
とした学習支援を開始（委託：奈良市教育委員
会、大阪市）。

就学前児童を対象とした日帰り企画「サタプロ
キッズ」を実施。

2013年

1月6日

2月23日

当会の出資で、教育と旅行を融合した各種事
業を展開する「関西教育旅行株式会社」を設
立。

当会創立20周年記念パーティーを開催
（於：宝塚ホテル）。

2014年

5月1日～

9月1日～

12月28日

兵庫県西宮市内の公立中学校生徒会役員ら
を対象とした、リーダーシップ育成事業を実施
（委託：西宮市教育委員会）。

大阪府松原市内の多子世帯の小学生・中学生
を対象に、学校外バウチャーを提供（委託：松
原市教育委員会）。

小学生・中学生・高校生を対象とした「にしの
みやこども食堂」事業を開始。

2015年

4月1日

4月14日
4月16日

6月

9月7日～10日

4月

11月

「学習支援事業部」と「不登校関連事業部」を
合併し、「教育支援事業部」を新設。

熊本地震（M6.5）発生。
熊本地震（M7.3）発生。

大学生を対象に、熊本地震の被災地での復興
ワークキャンプを開催（助成：ひょうごボランタ
リープラザ）。

一般社団法人プラス・ネイチャーが、伊丹市立野
外活動センター（兵庫県三田市）を購入取得。

一般財団法人地域政策研究会より「貝原俊民
美しい兵庫づくり賞」を受賞

NPO法人生涯学習サポート兵庫との共同出資
により、一般社団法人プラス・ネイチャーを設立。

2016年

主な活動内容

2017年

写真 3

写真 2

写真 4

1

3

5

2

4

6

写真 1

写真 5

写真 6

20周年を機に改装した新ボランティアスペース（2014年）
大学生チューター養成研修（2012年）
関西教育旅行株式会社初主催のキャンプ（2014年）

P19 P20



理事長の交代による新体制、コロナ禍へ

BrainHumanity History

2018
2024

　2018年は、組織としての大きな動きを迎えることとなった。理事長の

交代である。一般的にNPOは、創設メンバーが持つ社会課題解決への

エネルギーが大きな推進力となるが、その属人性ゆえに引き継ぎが困

難になるケースが多いと言われる。しかし当会の根幹をなす「学生主

体」による学生と職員の年齢差の広がり、また多岐に渡る事業の社会

的影響力などを鑑み、当時20代の当会OB松本学へと理事長を交代す

ることとなった。

　新体制となった当会は、学生ボランティアとの関わり方や規程を大幅

に見直しつつ、さらなる行政案件の獲得に成功した。大学入試センター

試験の廃止や学習指導要領の改訂など、中高生を取り巻く環境が激変

している中、2019年には若者の活動拠点となる「尼崎市立ユース交流

センター」の運営が始まり、全国的な注目を集めた。

　しかし2020年には、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染爆

発に見舞われた。事務所にすし詰めとなって、子どもたちに様々な機

会を提供するために日々議論し、企画を練り、備品の準備を行う学生

たちの姿が消えた。そうした中でも、学生から学生へ脈 と々引き継が

れてきた当会のあり方や向き合い方は、コロナ禍に翻弄され、形を変

えながらも、途切れることはなかった。感染症対策をしながら、子ども

たちにどうやって機会を提供するのか。そうした難題を乗り越えなが

ら活動を続け、再び多くの子どもたちに機会を提供できる日々が戻っ

てきた2024年、当会は設立30周年を迎えたのであった。
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1月

3月～

4月

5月

理事長に松本学を選任。

神戸新聞社より「神戸新聞社会賞」を受賞

兵庫県尼崎市内の一部地域の小学生を対象
とした居場所「b&g園田」を運営（助成：公益
財団法人日本財団）。

一般社団法人プラス・ネイチャーが、取得した
伊丹市立野外活動センター跡地に「神戸三田
アウトドアビレッジTEMIL」を開業。

日付

2018年

4月 共同事業体「尼崎ユースコンソーシアム」にて、
兵庫県尼崎市の青少年施設「尼崎市立ユース
交流センター」の管理運営を開始。

兵庫県西宮市の休校措置に伴い、ひとり親・共
働き家庭の小学生・中学生を対象とした居場
所「サタプロステーション」を運営。

関西圏内の高校において、高校生を対象とし
た課題探究授業「課題探究プログラム
Seeker」を実施。

高校生・大学生を対象とした、ミャンマーでの
スタディーツアーをオンライン形式で実施。

2019年

1月～2月

8月～

11月～

高校生・大学生を対象とした、海外の方 と々の
オンライン異文化交流事業「おうちde国際交
流」を開催。

家庭訪問を通じた小学生を対象とした見守り
事業を開始（委託：尼崎市）。

NPO法人カタリバと連携して中学生・高校生
を対象に、学校校則を見直す企画「ルールメイ
キングプロジェクト」を実施。

困窮世帯やコロナ禍で困っている家庭へのオンライ
ン学習支援を実施（助成：三井住友銀行）。

2021年

2月

1月1日

共同事業体「尼崎ユースコンソーシアム」とし
て、ヤングケアラーを対象に当事者同士での
交流会を開催（委託：尼崎市）。

3月「マレーシアワークキャンプ2023春」を開催。
以後、海外事業を段階的に再開。

2022年

2023年

能登半島地震（M7.6）発生。
5月1日 創立３０周年を迎える。

2024年

2月

3月

4月～

9月

9月

WHO、感染拡大する新型コロナウイルスを
「COVID-19」と名付ける。

2020年

主な活動内容

写真 3・4

写真 2

写真 5

写真 8

写真 6

写真 7
写真 1

1

2

5

7

6

8

3 4
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Contr ibut ion

寄
稿

それぞれの時代をふり返って

前身団体時代から当会に多大なご協力を賜りました

長尾文雄さん（当会顧問）が

2023年12月17日、天に召されました。

本誌の編纂にあたり

当会とともに歩んでくださいました長尾さんからの

お言葉を頂戴したいと考えていた中での突然の訃報でした。

本誌を長尾さんに捧げますとともに

魂の平安をお祈り申し上げます。

長尾 文雄氏

長尾 文雄氏追悼

1940年11月7日生まれ。

関西学院中学部、高等部を経て、関西学院大学文学部卒業。

その後、学校法人関西学院の職員を勤めながら

立教大学キリスト教教育研究所（JICE）で

「ラボラトリー・トレーニング」（Tグループ）を学ぶ。

1982年、聖マーガレット生涯研究所（SMILE）設立、主任研究員に就任。

大阪女学院短期大学非常勤講師などを兼務。

公益社団法人好善社理事、

社会福祉法人いのちの電話の電話訓練委員・理事・事務局長、

NPO法人ブレーンヒューマニティーの理事なども務める。

2023年12月17日昇天。享年83歳。
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

関学学習指導会初代理事長
1997年卒

濵村 直之
はまむら　なおゆき

関学学習指導会会員・家庭教師
1997年卒

大藤 泰生
おおふじ　やすお

関学学習指導会第2代理事長
当会初代理事長
1997年卒

能島 裕介
のじま　ゆうすけ

関学学習指導会第3代理事長
2000年卒

森山 隆一
もりやま　りゅういち
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

ちびっこ支援基金第2代基金責任者
2000年卒

安西 陽太
あんざい　ようた

元・当会ＨＥＰ事業部副代表
2000年卒

石田 太介
いしだ　だいすけ

当会初代事務局長

近藤 絵美子
こんどう　   えみこ
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2001年国際ワークキャンプ総責任者
2001年卒

城戸 武洋
きど　   たけひろ

1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

元・関学学習指導会監事、元・当会副理事長
2002年卒

川中 大輔
かわなか　だいすけ

当会フリースペース事業部元代表

倉谷 明伸
くらたに　あきのぶ
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当会レクリエーション事業部元代表
元・当会財務担当理事
2004年卒

阪上 荘平
さかがみ　そうへい

元・当会総合事業局長
2003年卒

辰巳 真理子
たつみ       まりこ

元・当会総合事業局長
2004年卒

山口 真史
やまぐち    まさし

第2回神戸垂水よさこいまつり実行委員長
元・当会財務担当理事
2001年卒

新開 政雄
しんかい　まさお

1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。
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元・当会副理事長
2002年卒

田中 章雅
たなか　あきまさ

元・当会不登校関連事業部代表
2008年卒

今井 悠介
いまい　ゆうすけ

元・当会事務局長
2000年卒

北村 頼生
きたむら　  よりお

1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。
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元・当会副理事長
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

元・当会副理事長
2007年卒

鶴巻 耕介
つるまき　こうすけ
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

元・当会国際関連事業部代表
公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン（CFC）共同代表
2008年卒
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元・当会副理事長、職員
関西教育旅行株式会社代表取締役
2014年卒

福井 邦晃
ふくい　くにあき

元・当会こども食堂事業代表
2017年卒

田中 遼太郎
たなか　  りょうたろう

1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。

元・当会副理事長
2012年卒

阪口 祐輔
さかぐち　ゆうすけ
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。
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1994

ちいさなはじまり
　1994年。如何せん30年前のことである。僅かな記録と

記憶を著すに留めざるをえない。

　高校時代からの付き合いではあったが、特段仲が深

かった訳でもない友人らと、大学に入学してまもない大教

室の後方で、たまたま一緒になった。何の科目だったか定

かでないが、入学早々にも拘わらず講義をほとんど傾聴す

ることなく、友人らと雑談をしている際に、能島裕介が口

火を切った言葉を鮮明に憶えている。大手家庭教師業者

は、アルバイトの学生とご家庭の間に立って、マージンを搾

取している。業者を仲介させずに学生とご家庭を直接繋げ

ば、学生の時給を上げられるし、ご家庭には安く提供でき

る。そんな家庭教師の斡旋の団体を作らないか、というも

のだった。

　大学生になって、まさにその大手業者に登録して家庭教

師のアルバイトを始めていた私。彼の着眼に、なるほど尤も

な話だと相槌を打っているうちに、「組合関学学習指導会」

発起人の一人として名を連ねることとなった。同年5月1日、

能島が作ってきた「組合契約書」に署名捺印をした。

　伊東真一。能島裕介。森川隆博。そして私。これがそのメ

ンバーである。

　大手業者は、アルバイト学生とご家庭との双方に直接契

約に代えることを禁じる契約を交わさせていたため、私は、

大手業者の仲介のまま家庭教師を続けていたのだが、高

校時代からの他の友人らの中には、この「関学学習指導

会」による紹介を受け、家庭教師を始める者もいた。

　こうして始まった当会の運営だが、所詮は学生のサーク

ルであり、私達が学生のうちに終焉を迎えるものとばかり

思っていた。私に限らず、メンバー全員が、おそらくそうで

あったろうと思う。

　当会の原点は、本当に「ちいさなはじまり」であった。

　翌年1月に、淡路島を震源とする都市直下型巨大地震

「阪神・淡路大震災」が起き、私達の住み慣れた阪神間の

街並が壊滅することなど、地震学者も市民も誰一人として、

予想だにしなかった。発災後、私達を取り巻く環境は劇的

に変容し、当会の活動は枝葉を拡げていった。

　賛同する学生が集い、活動への協力者が増え、当会の活

動は拡大の一途を辿ったのであるが、30年を経て、当会か

ら追想の寄稿を求められることなど、大教室の雑談当時の

私には知る由もなかった。

　当会の活動趣旨にご賛同賜り、これまでご協力下さった

多大なる皆様方に対し、発起人の一人として、この機会を

借りて、衷心より御礼を申し上げたい。

1995

あの時、
どう伝えれば良かったのか？
「私はその理由はおかしいと思うのだけど、仕方ないで

すね」

　ボランティアに行くのだから、快く送り出してくれると

思っていた。そうではなかった。今にして思えば当然なのだ

が、当時はそこまで考えが至っていなかった。

　1994年4月、関西学院大学に入学した私は、ほどなく友

人たちが始めた「関学学習指導会」の紹介により、西宮市

のAさん宅に家庭教師のアルバイトに通っていた。週に1回

1時間、割り算が苦手というAさんの娘に算数を教え、Aさ

んから現金手渡しで謝礼を受け取る日々が続いた。関学学

習指導会は仲介料を取らない方針だったため、家庭教師

は派遣先から謝礼と交通費を直接受け取れた。初めての

家庭教師ではあったが、割り算が苦手な原因（九九の七の

段を覚えていない）を突き止めるなどして、娘さんの学力向

上へそれなりに貢献できていたように思う。

　年が明けて1995年1月17日、阪神・淡路大震災が発生。

私は自宅のあった芦屋市内で被災した。幸い、家族も自宅

も無事であった。避難生活に苦しむ被災者が残る一方で、

自宅付近はライフラインの復旧も比較的順調に進み、私自

身は徐々に日常生活を取り戻していった。関学学習指導会

は、被災児童への家庭教師無料派遣という形でのボラン

ティア活動を始めた。私は派遣される家庭教師の立場でこ

れに参加した。

　Aさん宅も被害の少ない地域だったため、そちらへの家

庭教師も再開する運びとなった。しかし、私は被災児童へ

のボランティア活動を優先するため、Aさん宅の家庭教師

は再開後すぐに辞めさせてもらうことにした。Aさん宅は有

償の家庭教師なのだから、代わりの大学生がすぐ見つか

るはず。だから、私が辞めても大丈夫なはず。そう考えて、A
さんに辞意を伝えたところ、冒頭の言葉に繋がったのである。

　あの時、どう伝えれば良かったのか。Aさんにしてみれば、

我が子のために決して安くはない謝礼を支払い続けていた

家庭教師である。事情がどうあれ、他の児童のために、しか

も無償で教えに行くために辞めるというのは納得できなく

て当然である。震災による被害の大小に関わらず、勉強に悩

んでいる子は悩んでいるのだ。答えの出ないまま忘れていた

約30年前の記憶を、ここに書き残す。

1996

大きく拡大した被災した
子どもへの支援事業
　1995年1月17日の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導
会では被災した子どもたちへの学習支援や野外活動の支援
を行ってきた。震災から1年が経過した1996年頃には関学
学習指導会の認知度も高まり、継続的にイベントに参加する
子どもたちも増えてきていた。95年以降、春休み、夏休みに
は2泊3日程度のキャンプを行ってきていたが、96年も同様
にキャンプを実施した。春休みのキャンプには60名以上、夏
休みのキャンプには80名以上の子どもたちが集まり、スタッ
フもあわせると100名を超える大規模なキャンプとなった
（参加者80名以上のキャンプというのは当会の歴史のなか
でも最大級といってもいいだろう）。
　また、それまでのキャンプは関西学院千刈キャンプで行っ
てきたが、96年の夏には子どもを対象にした教育キャンプを
行ってきた「ブルービーンズショア」という団体と協働で小豆
島での海洋冒険キャンプを実施するなど、キャンプの種類も
増え、大きく事業が拡大していった。
　その頃、運営を行う大学生、高校生ボランティアの人数が
増え、組織運営について試行錯誤がなされはじめてきた。関
学学習指導会は1994年の発足以来、創設者である伊東真
一、能島裕介、濵村直之、森川隆博の4名が常任理事を務
め、4人による合議で運営を行ってきたが、運営メンバーも増
加してきたことから広く理事を募るため、規約を改正し、メン
バーによる互選で理事を選任し、理事の互選によって理事
長を決定する仕組みに改めることとなった。そして、私が
初代理事長の濵村直之の後任として、第2代理事長に選任
された。
　震災の混乱のなかで、子どもたちや保護者からの直接的

なニーズによって、衝動的に動き出した活動も規模が拡大
し、徐々にではあるが組織を運営するということに意識が向
き始めた。増え続ける子どもたちのニーズに対して、しっかり
と応えていく責任。どんどんと拡大していくボランティアメン
バーのマネジメント。それまでは子どもたちと一緒に遊ぶと
いう非常にわかりやすく、直接的な活動がほとんどだった指
導会に、間接的な管理業務が増え始めていた。　

1997

創立者らから引き継いで
　1997年は今から27年前。記憶を遡るにも限界がある中
で、能島さんの「偶然の記録」（注１）と自分で書いた「偶然の
輝き」（注２）に助けられました。当時のことを書き残してくれ
た能島さんと、それをネット上にアップしてくれた大藤さんに
感謝です。
　私は、1996年の冬に能島さんと関学高等部の職員室で出
会いました。生徒会顧問の枝川先生が、「3年先輩の生徒会
長を紹介しよう」ということで、引き合わせて下さいました。
能島さんは、春キャンプの準備で高等部に足を運ばれていま
した。この時に、お茶でもどうかと誘ってくださったことにも
感謝であり、そこで是非！とついていった自分を本当に褒め
たいです。「人との出会い」が人生を決めるということをつく
づく感じます。
　そこから関学学習指導会の活動にドはまりし、1997年9
月、大学1年生の時に能島さんから理事長のバトンを受け継
ぎました。西宮北口の居酒屋「安芸」さんで、能島さんの想い
と理事長としてのやりがいと苦労をお聞きしたうえで、なん
のためらいもなく「やりたい！」とお伝えしたことを覚えてい
ます。
　それまで一参加者として千刈のキャンプやスキーツアー、
デイキャンプに参加していたものの、総責任者をやったこと
がなかったので、実力を認められてというよりも、意気込み

を能島さんに評価していただいたのだと思います。では、な
ぜそこまで意気込みがあったのか？　それは、会のコンセ
プトが素晴らしかったからです。
①　何かをやりたいと思った人が手を挙げて、そこに人が
集まる。やりたい人、この指とーまれ！というスタイル。何で
もできる！という空気感があって、この場にいるだけで「わ
くわくする」という実感がありました。
②　そして、学生団体で経験がないがゆえに、準備に一切
の妥協をせず、あらゆる可能性を想定・想像して、徹底的
に目の前のことに取り組むということ。能島さんの「喜びは
そのための努力に比例する」という言葉に、心の底から魅
了されました。
　能島さんが就職するまでの間に、少しでも能島さんから
学び、スキルアップをしなければならないということで、ス
キーツアー、スケートオリエンテーリング、水族園大冒険、
スプリングキャンプと多くの企画を実施しました。その引き
継ぎを通じて、能島さんからは「自分の判断、選択には徹
底してその責任を負え。責任とは反省や後悔のことではな
く、最後まで自分の作り出した状況から逃げないこと」を
体験・経験を通じて学びました。この「責任」が会の「自由」
を作り出し、その「自由」が活動の発展に繋がりました。
　その姿は今でもまったく色褪せない、企業経営やマネジ
メントの最先端だったと言えます。それを大学4年生で能
島さんは熱く語っていたので、おそらく人生3周目ぐらいで
はないかと真剣に思います。
　関係する皆さん全員が自由と責任を理解し、ミッション
のもとに集まることで、ぶれることなく、途切れることなく、
歩んで来られたのだと思います。
（注１）
https://www.brainhumanity.or.jp/history/guuzen

/guu-zen.html

（注２）
http://www.brainhumanity.or.jp/tsunagi/guuzen/

001.html

1998

ちびっこ支援基金の創設
　1995年の阪神・淡路大震災以降、関学学習指導会の活
動はどんどんと大規模なものになっていた。キャンプや日
帰りのデイイベントなどにも多くの子どもたちが集まり、ボ
ランティアの数も100人近くになっていた。
　ただ、組織が大きくなるにつれ、管理コストも徐々に増え
ていった。たとえば、関学学習指導会の設立当初は事務所

もなく、創設メンバーの1人のワンルームマンションが事務
所代わりになっていたし、そのワンルームマンションに置か
れた固定電話が指導会の電話窓口にもなっていた。しか
し、活動が大きくなるにともない、そのような体制では参加
者からの問い合わせなどに対応することも困難になり、
1997年頃から秘書代行の会社と契約して、電話受付など
を行ってもらうこととなった。
　これまでキャンプなどの参加費は被災した家庭の子ど
もたちが参加しやすいようにほぼ原価に近い設定にしてい
たため、そこからこうした管理費を捻出することも難しく、
活動を継続していくためには、安定的な収入を確保するこ
とが必要となっていた。そこで考えたのが「ちびっこ支援基
金」というファンドを創設し、多くの方々から寄付をいただ
き、管理費なども捻出しながら、子どもたちの参加費など
も低廉な状態を維持しようというアイデアだった。
　基金の初代責任者には関学学習指導会の理事長であっ
た森山隆一が就任したが、その後、私が後任の基金責任
者を務めることになった。この基金の創設に際しては、阪神
大震災地元NGO救援連絡会議代表の草地賢一さん、関
西学院院長の宮田満雄先生、神戸YMCA総主事の山口徹
さん、聖マーガレット生涯教育研究所の長尾文雄さんなど
錚々たるメンバーが呼び掛け人に名を連ねてくださった。
　この基金は震災の年に生まれた子どもが義務教育を終
了する2010年まで継続することを目標として掲げていた
が、1999年に関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒュー
マニティーに統合されたことにともない、基金もブレーン
ヒューマニティー内に移管されることとなった。基金の設立
趣旨書にはこう書かれている。
「『教えるとは希望をともに語ること』私たちはこの言葉を
胸に、2010年まで子供達の成長と同じ速さで、同じ視点か
ら、子供達と共に歩んでいきたいと思っています」
　その思いは2010年を越え、2024年の今日まで受け継
がれている。

1999

不登校支援・ＨＥＰ
　1999年は、それまでキャンプなどレクリエーション活動
による被災児童支援が主たる活動だった関学学習指導会
に活動の枝葉が生まれた印象的な年だった。
　運営費用確保の目的にもなっていた家庭教師派遣の事
業で、指導会のレクメンバーである橋本崇が担当した児童
が不登校状態であった。児童が勉強に向かうにはどうした
らいいのか、指導会メンバーや長尾先生と話し合う中で、

不登校児に関わる講師の組織的支援によって学習支援を行
う「Home Education Project（HEP）」が誕生した。
　当時は学校に登校する状態が当たり前で不登校は心の病
気であるという意見が強く、不登校児に関わるのは専門家で
ないと児童にとって危険だ、学生が関わって責任が取れるの
か、と現在では考えられないほどの「腫物感」が社会に蔓延
していた時代だった。
　HEPは、勉強をフックに児童と関わり、不登校状態であ
るために人との関わりが少なくなった児童の“1つの窓”とな
ることを目的とした。講師の最も大切なスキルは、意見を子
どもに押し付けるのではなく、児童の声に耳を傾けること
だった。
　また、学生だけでは関わりに悩むこともあることから、ワー
キングチームによる研修と、シェアリングという名の継続研
修兼共有の場が毎月設けられることになった。
　公募にて集まったHEPの講師希望メンバーは、関学の
キャンパスにてワーキングチームの研修を受講したが、その
内容は不登校についての知識よりも、対人関係トレーニング
を重視したものだった。話を聴くために耳と心を傾ける、い
わゆる傾聴トレーニングが重視された。
　研修の公募が決まると新聞にHEPのことが取り上げら
れ、数十件の問い合わせが指導会に寄せられた。多くは
HEP講師派遣とは結びつかなかったが、最初の研修を受け
た1期生からは5件程度の派遣に至った。
　講師派遣が始まると指導会の教室で車座になりシェアリ
ングを行ったが、「勉強をしたくない子どもに家庭教師として
どう接したらいいのか」「不登校児と聞きネガティブなイメー
ジを勝手に描いていたが、実際に接してみると普通の子ども
と変わらないことに驚いた」「子どもと心の距離を近くするた
めにゲームばかりしているが、勉強しなくて良いだろうか？」
など。シェアリングで語られる内容は当初専門家が危惧して
いた「腫物感」とは全く異なる、「どこにでもいる子ども」の話
が大半を占めているのが印象的だった。
　2年目となる2000年の研修では講師希望の研修受講者
は40名を越え、ワーキングチームも増員され西宮市立甲山
自然の家で宿泊研修が行われた。より深い対人関係トレー
ニングが行われ、自身の過去の経験と向き合うことで泣き出
す学生もいた。「人を受け入れることは自分を受け入れること
だと思った」と言っていた講師の声が思い出されるが、学生
時代にこのような経験が出来たことは、今思っても本当に驚
きである。
　大学、地域ともに幅広い学生が集まったことによってHEP

の派遣エリアも大きく拡大した。不登校事業が大きく広がっ
ていった時期だった。

2000

ブレーンヒューマニティー黎明期：
職員の視点から
　NPO法人として認証を受けたばかりのブレーンヒューマ
ニティーに新卒職員として勤めだしたのは2000年春。当時
私は1997年に起きた神戸連続児童殺傷事件、そこから発展
した少年法改正問題に心を囚われ、在籍していた法学部か
ら教育学部へ転身を図ろうと模索しているただ中でした。そ
の中で出会った不登校児童支援や海外ワークキャンプなど
の青少年育成事業に取り組むこの団体には、既存の教育の
沼に風穴を開けるような明るい期待感があり、私の目にはこ
とさら新鮮に映りました。
　入職してまず驚いたのは学生による自治・運営能力の高
さ。期待を超える瞬発力と、事業遂行のスピード感。振り返
れば自分自身もさして変わらない年齢ではありましたが、ず
いぶん頼もしい後輩に見えました。しかし実際、職員として
の私に期待された業務は教育現場とはかけ離れ、事業を円
滑に進めるための資金調達。官民の助成金情報をかき集め、
慣れないパソコンで書類を作成し（当時は一太郎が主流）、
見よう見まねでプレゼンを行い、それなりの金額を集めるこ
とに集中しました。そして資金活用の透明性の重要さも学び
ました。
　もう1つの大仕事が、兵庫県社会福祉協議会の委託事業
であった「NPOと行政の協働会議」事務局業務。当時県内に
はまだ阪神・淡路大震災の気配が色濃く残っており、復興に
関連するあらゆるNPO、そして県庁の関係部署と毎月のよ
うに会議を重ねました。玉石混淆な各種NPOやその関係性
を俯瞰的に見ることができ、さまざまな官民の実践を知る好
機となっただけでなく、組織として公的業務の実績を積むこ
とで認知向上の一助にもなったと自負しています。またどの
会議においても最若手だった能島理事長（当時）と私は、諸
先輩方からたいそう可愛がっていただいたのも懐かしい思
い出です。
　2002年の末に退職し、その後、英語科教員として10年ほ
ど教壇に立ちました。
　ブレーンヒューマニティーそのものが教育の生きるプラッ
トフォームであったことに気づくのは、ずいぶん後のことで
す。そして柔軟に粘り強く、このプラットフォームが脈 と々引
き継がれていることを心より嬉しく思います。
　「人生に一度、ブレーンヒューマニティー」と言った学生が
いました。これからも多くの学生がこのプラットフォームに出
会い、通過し、力強く世界に旅立っていくことを願います。

2000

関学学習指導会から
BrainHumanityへ
（1999年-2000年）－参加性と事業性の葛藤－
　1999年11月7日、関学学習指導会（以下、指導会）は解
散し、BrainHumanity（以下、旧BH）と合併した。あわせ
て指導会に設置されていた「ちびっこ支援基金」も解消し、
その全額を旧BHに寄付した。旧BHは能島裕介氏が住友
銀行を退職して1999年4月に創業した補習塾であり、橋本
崇氏や森山隆一氏ら指導会の役員の一部も加わって運営
されていた。1999年度当初は指導会と旧BHは事務所を
共有しながら、別々の団体として並存することが考えられ
ており、解散／合併は想定されていなかった。それだけに
解散に至る過程では困惑と混乱が広がることとなった。そ
のピークは1999年8月11日に9時00分から23時54分ま
で行われた会議（以下、8.11会議）であった（その詳細は逐
語録『解散―その意味とは―』を参照されたい）。
　それでは、なぜ指導会は解散することとなったのであろ
うか。1999年当時、指導会の理事会や総会では二つの路
線を巡る相違が生じていたと筆者は捉えている。一つに
は、事業規模拡大と事業領域拡張が進む中、そのニーズの
高まりに応えていくために、事業性／専門性を強める方向
に向かう路線である。レクリエーション事業を被災児童支
援事業から独立させて事業対象を広げたのもニーズの変
化に応じる動きの一つであった。また、不登校関連事業の
嚆矢となるHEP［Home Education Project］や、被災
児童支援事業の新機軸として神戸レインボーハウスとの協
働のもと震災遺児らの学習支援に取り組む「learnin’99」
といった新規事業が開発されたのも1999年のことであ
る。この拡充路線は自ずと求められる社会的責任を高め
ることになるため、学生が「やりたい時に・やりたいことを・
やりたいだけする」といった姿勢／態度を退けていくこと
となる。加えて、マネジメントの高度化も起こるため、マネジ
メントを活動の中心に据える層を厚くする必要も出てくる。
ところが、その水準の高さ故に組織運営に参加するハード
ルは上がり、担い手不足の問題に直面することとなる。
　そこで、学生の自由な参加を重視して、事業と組織に関
与するハードルを低くし、学生団体（サークル）として担え
る力量の範囲内に活動を縮小する意見がもう一つの路線
として出てきたのであった。当時のメンバーの間では、指導
会のために時間や労力が大幅に割かれて学業や課外活
動・アルバイト等に支障を来すのではないかといった懸念
が共有されていた。そのことは指導会理事長であった森山
氏がバーンアウトして辞意を表明した後、8.11会議でその
役職／役割を継ぐことに皆が躊躇したことにも現れてい

る。組織運営の高度化についても、例えば規約／規定が法
律用語で作成されるようになって理解が広がらなくなって
いることが問題視されていたり、会計資料で複式簿記を導
入すれば、会計に関する基礎知識がなければ作成も読解
もできなくなることが問題として提起されていたりした。
　学生の意思に基づく参加性を保障することと、ニーズに
基づく事業性／専門性を強化することとの葛藤を調停す
る方策が見つからなかったことが、解散という結論に至っ
たと筆者は総括している。そのため、解散／合併の際、指導
会に所属していたボランティアはBHに引き継がれなかっ
た。拡充路線に同意する者だけが、1999年11月19日に特
定 非 営 利 活 動 法 人 の 設 立 認 証 申 請 を 行 った
BrainHumanity（現BH）に登録し直すこととなったので
ある。
　法人格取得後、特に2000年～2002年にかけては、事
業型NPOとして成長していくための組織基盤の整備／強
化が進むこととなった。例えば、中長期ビジョン委員会に
よってミッション・ステートメントや初めての中長期ビジョ
ンの策定がなされたり、ボランティア委員会（後のボラン
ティア・マネジメント委員会）でボランティア・マネジメント
の仕組みが提案されたり、各種研修の体系化がなされて
いった。理事選考委員会が初めて設置され、担当理事制が
拡大されたのもこの期間である。2001年には、日米コミュ
ニティ・エクスチェンジ（JUCEE）によるNPOパスファイ
ンダープログラム（NPOP）でCente r  fo r  Se r v ice  

Learning Opportunities in Educationサンタフェ事
務所のディレクターであったスーザン・ストレート（Susan 

Straight）氏がBHで半年間活動することとなった。この時
にサービスラーニングの理論がBHに持ち込まれたことに
より、活動する学生の学びと成長の質を高めていくための
試行錯誤が促されたりもした。
　折しも1998年に特定非営利活動促進法（NPO法）施行
を受けて、全国各地でNPO法人が次々に設立される中、
NPOという社会組織やNPOのマネジメントへの関心が高
まっていた頃である。欧米のNPO／NGOからの招聘も含
め、NPOマネジメントに関するセミナーが関西でもしばし
ば催され、専門書や情報誌の公刊も相次いでいた。こうし
た時代背景もBHの組織基盤整備を後押ししたと言えよ
う。そのため、いくつかの事業での不安定さは課題として
残りつつも、組織としての安定感は急速に増していくことと
なったのである。

2000

フリースペース開設
　振り返ると1999年のこと。それまでの会社員を辞め、子
ども関係で魅力的な仕事を探していた自分は、関西圏のオル
タナティブスクール、フリースクール、ホームスクーリングな
どを回っていました。
　その中で「西宮に新しい学校を作ろうという動きがあるら
しい」という話を聞き、ブレーンヒューマニティーを初めて訪
れることになったのです。
　実際にはそんな計画は無く、代表の能島さんがインタ
ビューか何かで、将来的なアイデアの1つとしてちらっと出し
ただけのものが、尾ひれが付いて全くの誤報として流れてき
たものでした。
　しかし、ちょうどその頃は当会が西宮北口に事務所を構え
たところで、自由になるスペースがあったことから、せっかく
だから、その話をやってしまおう、ということになり、とんと
ん拍子で驚きのスタートを切ることになります。
　フリースペース開設にあたり、最初に行ったのは「今の時
代に新しい学校を作るなら、どういうものが良いのか?」を見
極めることでした。
　ネットや新聞記事などで、新しい学校の設立準備会を募
り、子どもを持つ保護者、大学教授や教育に興味を持つ大学
生など、様々な立場の方に集まっていただきました。
　設立準備会では、何度も何度も、理想の新しい学校につい
ての話し合いが持たれたのですが、みんなが納得できるよう
なベストな方向性は見いだせず、完全に煮詰まってしまいま
す。
　その時、1人の方が言ったのが、「何だか、大人だけで机上
の空論で、理想の学校の話をしてしまっている気がする」と
いう言葉でした。
　本来、学びの主役であるはずの子ども達を中心に置かず、
大人だけでの理想の話し合いになってしまっていたのです。
　このことから、新しい学校のスタンスは、「子ども達が自分
で学びを作っていく」「学校はそれを最大限にサポートして
いく」というものに決まりました。
　学校と大人側が理想を作ってしまうようなことはせず、学
びの主役である子ども達が自ら理想の学びの場を作ってい
くという、新しい学校が誕生することとなります。

2001

国際事業のはじまり
　当会における国際事業は高校生向けのワークキャンプと
して始まった。日本の若い人々に途上国の現状を知る機会を
作りたいと思い、2000年の秋に有志と準備を開始した。国
際的NGOであるHabitat for Humanityと連携し、貧困層
の方々の住居建設に高校生と共に参加するという事業であ
る。行先はフィリピン、ネグロス島にあるドゥマゲッティ市。
事前の下見は出来ず、ノウハウも無い。参加者が集まるかも
分からない。不安も抱きながら、暗中模索の中、信念のみを
頼りに準備を進めた。
　参加者の負担を下げるため、最初に助成金申請に取り組
んだ。幸いにも三菱銀行国際財団から約100万円、また、
2001年1月にはハーバーランドで開催されたボランティア・
スクエア2001において大賞（100万円）を受賞。約200万円
の助成金を前にし、「もう、引き返せない」。そう自分達に言い
聞かせた。
　2001年4月には新聞を通じて参加者を募集。高校1年生
から3年生まで、約20名の参加者が確定した。優等生から破
天荒タイプまで、想像以上に幅広い特徴の高校生が集まっ
た。嬉しい反面、引率・管理は大変な予感。6月から複数回の
合宿を行い参加者の交流を深めた。住居の建築費のための
募金活動も行い、共に汗を流すことで一体感を醸成し、渡航
前には1つのチームになった。
　こうして8月中旬、20名の高校生と引率8名のスタッフは
現地に向かった。マニラを経由し、一行はサイトのあるドゥマ
ゲッティ市に辿り着く。2名ずつホームステイの家に分かれ、
日中は2班で現地の大工の指示の下、住居建設を手伝った。
夕方や休日には街中やビーチなどで時間を過ごし、現地の
方 ・々自然との交流を楽しんだ。フィリピンと日本の違いを見
つつ、心と心が触れ合う経験もしたのだろう、最後には涙を
流す高校生もいた（注：綺麗なストーリーだけではなく、高校
生ならではの種々のトラブルも勿論あり、能島さんと激論を
交わす場面もあったがここでは割愛‥）。
　5日間のサイトでの建設を終え、船でセブに移動し、1泊し
て帰国の途につく。高校生は感動に浸っていたかと思うが、
引率側としては初の国際事業で大きなトラブルが無く、文字
通り安堵の帰国である。後日、アンケートを取り、また、別途
報告会を開催し、保護者などにワークキャンプの様子を共有
した。一連の南国での「熱い」夏が終わり、高校生は日常へと
戻っていったが、非日常的な夏を通じ成長し、忘れがたい思
い出になったのではないだろうか。
　その後、国際事業は今日まで継続していると聞いている。
引率者・参加者双方にとって大きく視野を広げてくれるこの
事業のインパクトは大きく、継続的に機会を提供できている

ことの意義は高いのではないだろうか。創設時は何よりも
幸運に恵まれた。当時の事務局長、引率スタッフ、旅行代
理店の皆さま、そして理解を示してくださった参加者の保
護者の方々には感謝の念しかない。

2001

よさこい
　2001年9月22日（土）、23日（日）に、神戸市垂水区にて
「第２回神戸垂水よさこいまつり」を開催した。よさこいま
つりは高知県発祥で、戦後市民が元気に復興していこうと
いう想いのもと始まった「踊りによるおまつり」である。
　私達の「神戸垂水」は、第１回は垂水区の行政（垂水区役
所）主導で行ったが、当時責任者の山崎課長が、「やはりよ
さこいは、市民の力によって創りあげられる方が必ず魅力
的なまつりになる」と思われたようで、2000年の秋頃、学
生主体NPO法人である当会へ業務委託の話がきたのが当
会主導となった契機といえる。
　企画・運営を行う「学生実行委員会」の具体的な活動と
しては、まず「地域の活性化」などのコンセプト決めから、
それを形にするための資金集め（募金活動・協賛金集め）、
チーム募集、全国のよさこいまつり参加などによるPR活
動、業者との交渉など、「ほぼ全てのこと」を行った。
　正直、これら全てのことを「ボランティア（無償）」で、且つ
学生だけで行うのは、「かなりチャレンジングなこと」で、途
中学生実行委員のモチベーションが下がったり、思うよう
に協賛金が集まらないなど、いろんな問題にぶつかった。
しかし、全国のよさこいまつり（北海道のYOSAKOIソーラ
ン祭り、大阪こいやまつりなど）に参加する中で、我々がコ
ンセプトに据えていた「人が輝く、街が輝く」という「想い・
目標」を再認識し、それを実現したい一心で、それらの課題
や問題を乗り越えることが出来たといえる。結果として、ま
つり当日は、「4ステージ、51チーム、踊り子約2,000人、観
客動員数約4万人」という大盛況の内にまつりを終了する
ことが出来た。
　まつりを終えて、一緒にまつりを創り上げた学生実行委
員から、「やった分だけ喜びや達成感があった！」「大学生
でもここまでできるんだと実感した」とか、表舞台に立たな
い裏方で尽力した実行委員会のメンバー達が、異口同音に
「実行委員会に参加してよかった！　また、来年もやりた
い！」といった感想を漏らしていた。
　実行委員長の私も、大学4年生でまつりの企画・運営責
任者として携わった経験は、社会人になってもいろんな面
で役に立つ経験だったと実感している。また、その時、一緒

にまつりを創り上げたメンバーとは今でも、「一生涯の友・
同志」として仲良くさせてもらっており、貴重なご縁もいた
だくことができたといえる。最近は関東に在住しているた
め、なかなかまつりに参加できていないが、20年以上たっ
た現在も「神戸よさこいまつり」として学生主体でまつりが
開催され続けていることに、大きな喜びを感じている。

2002

サタプロについて
　2002年5月から、当会における新たなレクリエーション
イベントとして、サタデープロジェクト（以下、サタプロ）が
実施されるようになりました。このイベントは、毎月いずれ
かの土曜日に定期的に小学生を対象としたピクニック、
バーベキューなどを実施するものです。
　社会的な状況としては週休2日制が完全に施行された
年。ミッションは「子どもたちが暇を持て余しているだろう。
それを何とかせなあかん！」というものです。
　当時、組織的にも大きな課題がありました。宿泊キャン
プは重要なものでしたが、いきなり泊まりに参加させるこ
とはハードルが高く、ましてや当会は胡散臭い名前の団
体。入口として気楽に参加でき、お試ししてもらえる日帰り
イベントが必要でしたが、当時は散発的なものしかなく、戦
略的に当会のことを子どもたちや保護者に知ってもらえる
機会がなかったのです。
　そこで、毎月、子どもが一日中大学生と思いっきり遊び、
その間保護者はのんびりでき、学生ボランティアは敷居
を低く子どもと関わる機会が得られ、団体としても子
ども・保護者に魅力を知ってもらえる機会になる
win-win-win-winなものとして実施されることになった
のでした。
　蓋をあけると、参加申込が殺到。初日の申込が終わった
後、送られてくる大量の参加者リストを眺めながら、とんで
もないことになった‥と副責任者と顔を見合わせました。

　初めての試みは狙い通りの効果を発揮。サタプロに参加
してくれた子どもたちにより夏のキャンプも今までにない数
の応募があり、それからのレク事業を左右する革命的な事
業となったのでした。
　僕個人としては、毎回楽しみに来てくれる子どもたちの笑
顔が見られ、その子たちがキャンプにも来てくれること、学生
たちが子どもたちと関わって喜んでくれることは本当にやり
がいがありましたが、代償は大きいものでした。年間連続16
回も計画、実施するという未曽有のイベントの上、「仕事を振
るのが苦手」という僕の特性もあり、準備は大変でした。何
度事務所に泊まって始発で帰ったのか覚えていません。スト
レスがたまりすぎて僕が夜中の事務所で剣道の素振りをし
ている姿は不気味な亡霊として複数人に目撃されています。
　相当無茶しましたし、社会人になってからもこれ以上の1
年間を経験していませんが、常に周りの先輩や仲間が助けて
くれ、誰よりも副責任者が支えて一緒にやってくれたおかげ
で何とか生還できたと心から感謝しています。何より、目の
前の子ども達のために動く、というのは今の僕の児童相談
所での仕事にもつながっていて、当会での、サタプロでの体
験は、間違いなく僕の人生を変えるものでした。

2003

総合事務局・釡ヶ崎ワークキャンプ
　関学学習指導会がNPO法人ブレーンヒューマニティー
（以下、当会）として歩み始めて約1ヶ月後の2000年4月、筆
者はいつの間にか当会のボランティアの一員になっていた。
翌年2001年8月、当会初の高校生を対象としたフィリピンで
の住居建設ワークキャンプ（三菱銀行国際財団助成・ハビ
タットフォーヒューマニティーインターナショナルと共催）の
実施に際し、次年度の総責任者を引き受けることを前提にス
タッフとして参画することが決まった。恐ろしい組織である。
2002年4月、5つ目の事業部として総合事業局が誕生する。
初代局長は平阪敦司氏、ミッションステートメントは以下の
通りである。
　「総合事業局は、当会の使命のもと、先駆的な事業開発と
柔軟な事業の見直しにより、子どもをめぐる様々な社会の変
化に対応する」
　補習事業部（当時）以外にも高校生を対象とした事業を実
施することで、いずれ彼らが大学生になった時にボランティ
アとして当会の運営を支えうる人材になること、また西宮市
や兵庫県からの委託事業による組織の収益安定化などが総
合事業局に求められた成果であった。
　筆者が総責任者を務めた第2回高校生フィリピンワーク
キャンプでのパスポート置き忘れ事件の後処理もひと段落

し、平阪氏から局長を引き継いだ2002年の秋頃のこと。
ワークキャンプに参加した高校生が、フィリピンの貧困問題
について自分たちの日常から縁遠いことと受け取っているこ
とが気になった（むろん、解決にコミットすることを思うと果
てしない）。
　国内でも貧困が確かにあること、そしてそれは自分たちの
日常過ごす場所とさほど離れていないことを知り、考えても
らいたいと、高校生釜ヶ崎ワークキャンプを開催することと
した。大阪府西成区にある日雇い労働者のまち・釜ヶ崎で2
泊3日を過ごしながら炊き出しや夜回りに参加するフィール
ドワークである（その後、高校生だけでなく大学生も対象と
した）。
　委託事業の規模の大きさやそのマネジメントに右往左往
しながらも、新規事業を立ち上げてもよいという土台に私自
身が育ててもらったように思う。当時の答え合わせは、20年
以上経って、ふとした瞬間にやってくる。何かをやりきる経
験、それを基にして生まれた関係性は、間違いなく今を支え
ている。昨秋、2003年の釜ヶ崎ワークキャンプ参加者と再会
した。いまだにあの町と、おっちゃんたちと出会ったインパク
トを覚えているらしい。

2004

海外事業いろいろ
　当会の海外ワークキャンプの歴史は、2001年の高校生
フィリピンワークキャンプから始まりました。国際NGOの
Habitat for Humanity Internationalとの協働で低所得
者層向けの住居の建設を、そのサイト内でホームステイをさ
せてもらいながら進めるプログラムです。2001年当時、海外
へのワークキャンプやスタディーツアー自体もまだまだ珍し
く、さらに高校生を参加者として開かれていたものは周りに
はないプログラムだったように思います。
　翌2002年にはフィリピンに加えて、アメリカでのワーク
キャンプも同じくHabitatのプログラムを用いて行われまし
た。アメリカのワークキャンプでは現地団体のCenter for 

Service Learning Opportunities in Educationとの
協力で、ワークサイトでのホームステイではなく現地高校生
の自宅に1人ずつホームステイをしながら、現地高校生ととも
にワークに励みました。
　2003年から2005年春まではフィリピンでのワークキャ
ンプを軸に、
●2003年3月インド（震災復興×Habitat）、7月タイ（好善
社@ハンセン病療養所）、フィリピン（SARSのため中止）
●2004年3月マレーシア（植林×オイスカ）、8月フィリピン
（Habitat）

●2005年3月イラン（震災復興×CODE海外災害援助市
民センター×AHKK働く子供を守る会）
にてワークキャンプが行われました。
　このようにワークキャンプの活動の幅は、当会関係者の
繋がりや大学生スタッフたちによる関心ある分野へのアポ
イントなどによって広がっていきました。またこの時期は、
活動を広げるために助成金を申請し、参加費の軽減などに
も励んでいました。高校生向けのワークキャンプという活
動が世の中にほとんどなかったため、助成団体からは広く
採択していただけたこともワークキャンプ事業にとっては
追い風となっていました。
　その後、最初期から軸となっていたHabitatの活動は、
日本支部の設立によって関係性が変わってしまい、継続が
難しくなっていったように記憶しています。またその一方
で、1人の大学生のアポイントから動き出し、今でも続いて
いるマレーシアでのワークキャンプが作られていったこと
は、その頃の当会の活動を象徴するような出来事となりま
した。
　この時期はワークキャンプなどの海外事業は、総合事業
局の中の一事業であり、事業部として独立していませんで
した。総合事業局も「ワークキャンプしかしていない」と
言っても過言ではないぐらいの状態でした。そして、まだ生
まれたてのワークキャンプ事業には当会らしい確固たる
ルールもなかった時代でもありました。その中で事業が企
画され、実施されるたびに、大小さまざまなトラブルが降り
かかりながらも、参加している高校生たちの成長を感じる
ことができる時期でもありました。草創期らしくとても刺激
的な時期と言えるのではないでしょうか。

2005

勤続１０年の事務局長
　2005年当時は、基幹事業に加えて、海外事業や委託事
業も軌道に乗りはじめ、法人としての予算規模も活動の幅

も広がりつつある時期でした。経営陣もエネルギッシュで
ユニークな学生が多く活気に満ちていました。ただ一方
で、それを支える事務局は、職員の退職が続き、理事長が
事務局長も兼務するような状態。事務所内も業務もぐちゃ
ぐちゃだったと記憶しています。入職したばかりの私の最
初の任務は、請求さえしていなかった家庭教師や塾の月謝
を、過去数年に遡って回収すること。電話しながら頭を下
げたのを今でも鮮明に覚えています。その後も、設立10年
目の団体がさらに飛躍していこうとする中、後方業務が脆
弱ではいけないと、1つずつ環境の整備に努めてきました。
また、まだまだ職業としての認知が低かったNPOが、若者
たちの選択肢の1つとなればと、その労働条件やステータ
スの向上を目指し励みました。
　入職からの10年間、委託事業の拡大、駄菓子屋の開業、
関西カタリバの発足、東日本大震災の復興支援、生活困窮
者や障がい児への支援、旅行業への対応、3つの子会社の
設立など、目まぐるしい変化の時代を迎えることとなりま
す。預金残高が数万円という危機も経ながらも、予算規模
が大台の1億を突破したのもこの頃でしょう。
　思いおこせば20年前、募集枠もない時期に雇ってくださ
り、その後の退職の我儘まで聞いてくださった能島理事長
や仲間たちには感謝の言葉しかありません。退職時にいた
だいた「頼生はブレーンヒューマニティーという組織からは
いなくなるが、ブレーンヒューマニティーのコミュニティの
中には存在し続ける」という言葉にも救われました。面倒見
も悪く、大した能力がある訳でもない私が、何を残せたか
は今でも分かりません。ただ、先人からバトンを受け取り、
バランサーとしての役割を担いながら、後輩たちが思いっ
きり活動できる土台だけは残せたのではないかと思ってい
ます。
　今となっては職員も一新し、法人も安定期の新たな
フェーズを突き進んでいます。この区切りに今一度「学生だ
からこそ」「当会だからこそ」できることを見い出し歩んで
ほしい。そしてこれからも、若者たちが本気でぶつかり、成
長し合える場であり続けることを願っています。

2006

ＢＨで起こった珍事件簿
　そもそも、お題が難しい。「BrainHumanity で起こっ
た珍事件簿（2006年当時について）」。珍事件はたくさん
あったが、記録に残してもいいものは少ない（記録に残して
はいけないものほど、すぐに思いつく）。しかも、2006年と
は何があった年かすら、私の記憶力ではまったく思い出せ

ない（誰が誰の後輩か、サタプロの総責（総責任者）に換算
しないとわからない）。と、ここまで書いて「総責」が一発変
換されないことに、今更のように時間の流れを感じた。昔は
当然のように一発変換されたのだが。
　2006年のデータを少し検索してみた。私自身が総責を務
めた「プレサタ2006」を開催した年であった。当会史上初の
定員無制限イベントである。これなら、自分がやったイベント
なので、多少書いても問題ないだろうと少し安心した。
　写真データを開いてみると懐かしい。今では公益財団法
人の代表になっている方や、小学校で先生をしている方が
“正義のヒーロー”に扮していた。ちなみに、“悪の大魔王”は
大手銀行職員。社会人となった今では考えられないほど、み
んなが真剣に子どもたちと遊んでいた。
　当日の企画は、関学のキャンパス内で「指定されたスタッ
フ」を探し、暗号を解いて封印された宝箱に眠る“サタプロの
精”を助けだすというもの。このためだけに人間が入れる巨
大な宝箱を作成し、イベント前日に事務所から搬出しようと
したときに、宝箱が事務所扉より大きいことが発覚。仕方な
く一度解体し、現地で再度組み立てなおすという重労働をす
ることになった。事前にサイズを測る重要さを学んだ。ちな
みに、イベント当日、“サタプロの精”である女性スタッフは
真っ暗な宝箱に2時間ほど閉じ込められた。携帯電話の明か
りだけが頼りだったらしい。
　そもそも、「プレサタ」という企画（定員無制限のデイイベ
ント）そのものは、西宮北口駅前の王将で、当時理事長だっ
た能島さんと食事中の雑談の中で生まれた。夕食のとき、常
務会が終わってみんなで銭湯に行くとき、銭湯帰りにかすう
どんを食べに行ったとき。本当にたくさんの雑談の中で様々
な企画が生まれた。冗談のようにしゃべりながら、子どもた
ちのことを考えてイベントをする。今でも続いている当会の
真理のようなものがそこにあり、本当に自由だったと今でも
感じる。
　教員をしていると毎年卒業生が生まれ、いわゆる「教え
子」というものができていく。長く当会で活動をさせてもらっ
て、昔参加者だったスタッフ、昔参加者だった教え子も生ま
れた。そして、今年はついに教え子が、当会の企画管理者補
になった。自分がスタッフとしてイベントに関わっていた頃、
参加者とスタッフのサイクルがこれからも続いてほしいと
思っていたことが、確実に現実になっている。

2007

不登校支援の拡大
　私が不登校関連事業部長を引き継いだのは2006年秋の

こと。事業部長を務めた3年間で一貫して取り組んだテーマ
は、「不登校状態にある子どもたちの選択肢をいかに増やす
か」ということだった。
　不登校状態の子どもたちに共通しているのは「学校に行っ
ていない」という事実だけで、一人ひとりの背景や置かれて
いる状況は実に多様だ。それは研修で学ぶだけでなく、子ど
もたちとの出会いを通じて私自身常々感じてきた。
　様々な状況にある不登校状態の子どもにとって、訪問型学
習支援（HEP）と居場所づくり（キャンプやデイイベント）だ
けで、十分な選択肢を提示できているのだろうか。大学1回
生の頃に、HEPだけでなくレクリエーションや国際ワーク
キャンプの活動にも参加してきた私は、当時の不登校関連事
業部が子どもたちに提示しているメニューに、大変生意気な
がらも疑問を抱いていた。
　事業部長になる直前にスタッフとして参加した国際関連
事業部のマレーシアワークキャンプ後にこんなことを思いつ
いた。
　「HEPで関わってきたあの子たちが、ティウロン村での生
活を経験したら、どんな変化があるんだろうか。中にはそん
な機会を求めている子もいるんじゃないだろうか」
　今考えれば、何の根拠もない思い付きであり、妄想に過ぎ
ないアイデアだ。「不登校関連事業部でそんなことやって何
になるのか」と批判されたこともあった。
　しかし、能島さんだけは面白がってくれた。「わからないか
らこそ、やってみたらいい。そこで起こった子どもたちの変化
に目を向け、プログラムの意味を見つけることが、我々の役
割なんじゃないか」と言ってくれた。
　2007年の夏、私たちは不登校の子ども向けの「マレーシ
アワークキャンプ」と「富士登山キャンプ」を同時に立ち上げ
た。しかし、いずれのキャンプも中止となった。最少催行人数
を満たせなかったからだ。それでも、1つだけ希望を持てた
のは、応募は「ゼロ」ではなかったことだった。この機会を求
めている子どもがいることは確かだった。
　翌年、私たちは予算や最少催行人数の設計、広報手段を
全面的に見直し、もう一度2つのキャンプを立ち上げた。再
挑戦の結果、いずれも参加者が集まり、実現することがで
きた。
　キャンプでは、子どもたちが今まで見せてくれたことのな
い表情を見せてくれた。これまでにない参加者同士の関係
性の深まりがあった。マレーシアに行った数ヶ月後に突然学
校に行き始めたという保護者からの長文の手紙も届いた。も
ちろん再登校だけが私たちの目的ではない。しかし、ひと夏
の体験がその子の人生に何らかの影響を与えたことは間違
いない。
　2024年現在、不登校児童生徒数は過去最多となってい
る。しかし、その意味合いは18年前と今では異なる。不登校
の子どもを学校に連れ戻すのではなく、学校以外の場を含
めた多様な選択肢をつくり、支えていくことの重要性を多く
の大人が認めている。不十分ではあるが法律や政策もその
ように動いている。少しずつではあるが、18年前に私たちが
目指してきた方向に社会は進んでいると思う。

2007

増えるボランティアとHRM
（Human Resource Management）
　私が関わりを持った2004年当時は、3～4回生の「レ
ジェンド」方の顔も見え、コミュニケーションをしっかり
取ってくれた記憶がある。4年間この場所で活動すれば、あ
あいう風になれるんだと憧れた。また、1回生の同期も比較
的把握できる人数であり、このメンバーで当会の次世代を
担っていくんだなという感覚もあった。
　そんな1回生の冬、「人材管理の役員をやらへんか」とい
う声がかかり、なぜ財務も顧客管理も規定も興味がない
ことが分かるんだろうと感動しながら、狙い撃ちしてくれた
人材管理の役員を2年（諸事情により実質3年）務めること
になった。
　私が人材管理（と呼ぶにはほど遠かったが）を担った3
年間は、イベントとボランティア数が共に激増していった時
期だと記憶している。鶏が先か、卵が先か状態ではあるが、
「また新規イベント増やすの？」「フレッシャーズキャンプに
こんなに応募くるの？」という思いが次々に湧き上がって
いた。
　新しいボランティアの獲得については一定の成果を出せ
ていたようにも思うが、当会が常に抱える、燃え尽きや逃
亡といった課題にはほとんど手を付けられず、人材管理と
いう役割はボランティアを獲得するだけが仕事ではないと
痛感することも多かった。自分が数多のボランティア説明
会を開き、それに共感して来てくれている数多の後輩に対
して、いい場をつくれていない気がして悩んだ。
　そうした中、自分が下級生の頃に先輩たちがふと語った
言葉を結構覚えていて、心の支えになっていることに気付
き、そうした知見の伝達を少しでも仕組み化できないかと
思った。そして、「BH大学」なる、卒業生が講義形式で下級
生に授業を行う企画を立ち上げ、なんとかして先輩から後
輩につないでいく当会のDNAを残せないかと駆け回った。
　記憶が定かではないが、イベント後の振り返りを必ず行
うことをルール化したような気もする。
　新入生向けチラシの種類を増やせ、新歓の回数を増や
せと理事長に言われ、「簡単に言うなこの小太りが！」と
思ったが、深夜のラーメンと銭湯で懐柔させられ、それらの
ことごとくが結果として現れることに震えた。
　悩む後輩がいれば、事務所の隅やら下宿先やらで話を
聞いた。
　当会は子どもたちに多様な価値を与える団体のはずだ
が、自分は常に、内部のボランティア、特に後輩ばかりに目
を向けていた4年間だったように思う。

2008

駄菓子屋本舗やなや
　夙川にある小さな駄菓子屋さん。約6年間、後輩たちが

子どもの居場所として運営し、私はたった1ヶ月の店長でし

たが約1年間の立ち上げ期を振り返ります。

　当初は「青少年の居場所としての駄菓子屋」と「第2のボ

ランティアスペースの開設」を2本柱に、不動産物件購入か

ら取組むプロジェクトでした。

　プロジェクト始動前、「イチ学生が責任を持てる事業で

はない」と、当時理事長の能島さんに伝えたところ、その返

答は「責任は俺がとるから覚悟だけでよい」でした。

　その言葉を信じて走り続けましたが、学生が挑戦し続け

てきた組織のDNAを実感することになります。

　居場所のあり方検討、駄菓子屋の店舗経営関連、物件

売買交渉、金融機関からの借入交渉、寄付募集活動、メ

ディア露出等の広報、物件は売買契約に至らずカミヤビル

オーナーにプレハブを無償貸与いただき、紆余曲折のオー

プン。

　物件を購入できなかった結果だけをみると失敗ですが、

多くの方の応援・ご支援はなによりの成果でした。

　関西・東京開催のOBOG会での沢山の出会い。

　東京での活動の面倒を見てくださったOG。

　外部からの寄付申込と複数の応援のお電話。

　ロゴ提供・寄付申込をいただいたデザイン会社社長。

　場所と立派な看板の提供に加え、オープン後も見守って

下さった上谷社長。

　挙げるとキリがありませんが、あれほど多くの方々に応

援いただき、心の底から感謝をした経験は初めてでした。

　プロジェクト承認を得る理事会で能島さんから珍しくお

褒めいただいたやりとりがあります。

　「駄菓子屋オープンにおいて地域の理解は得られるの

か？」

　「我々が子どもにとっての地域側です」

　メンバーと毎日話し合い、まだ見ぬ子どもたちのことや

居場所の存在意義に向き合ってきた結果、自然と出た回答

でした。

　実際に2009年2月23日のオープン後は地域の方々にも

見守っていただき、多くの子どもたちが来てくれました。「全

校朝礼で紹介しといたよ！」とうれしい言葉をもらったり、

毎日の様に来る常連さんもできたり、居場所として機能して

いたと思います。

　居場所は場所のみならず人がいてこそ成り立つものです。

学生ボランティアが日常として運営する難しさがあったと思

いますが、長い間、居場所を提供し続けてくれた後輩たちに

感謝です。

　最後に、

「すべての子どもたちが輝ける未来を」

　当会はそれを実現できる組織であり、学生にも挑戦の場

を提供してくれます。

　私にとっての居場所でしたし、心からの感謝を学ばせても

らいました。

　これまで多くの方の沢山の想いが託された30年だったと

思います。

2008

CFCプロジェクト開始
　日本でも「子どもの貧困」という言葉が少しずつ聞こえて

くるようになった2009年。CFCプロジェクト（子どもの貧困

撲滅プロジェクト）がスタートしました。

　CFCプロジェクトとは、教育の力で貧困の連鎖を食い止

めることを目的に始動しました。当初の事業スキームは、寄

附金を募り、それを元手に学校外教育クーポン（バウ

チャー）を貧困世帯の子ども（当時は生活保護世帯の児童・

生徒）に発行し、本人の希望する学校外教育の機会を担保

するといったものでした。

　当プロジェクト始動の起点となったのは、当時理事長で

あった能島さんとの真夜中の会話だったと記憶しています。

上記の事業アイデアを能島さんに話していただいた瞬間、私

の頭の中でプロジェクトが社会に浸透していくイメージが一

気に広がったのを今でも覚えています。

　ただ当初、メンバーは私以外おらず、私にあったのは「根

拠のない自信（？）」と「事業スキームに対する確信」だけで

した。その後は、自身の驚くほどに低い事務能力、そして共感

を得られない低いコミュニケーション能力に打ちひしがれる

ことになります。ただそんな状況でも、自分なりに精一杯業

務と向き合っていくうちに少しずつ私を助けてくれる仲間が

出てきました。その結果、プロジェクトは少しずつ前進してい

きました。そして、初年度当プロジェクトをスタートさせる上

での最大の課題でもあった資金調達を、ブレーンヒューマニ

ティーの全ボランティアを巻き込む形で街頭募金を複数回

実施し、成功させることができました。

　実際に街頭に立ち、協力してくれる方々の声を聴き、その

姿を目の前のすることで集まったお金が「現在の社会を担う

人間たちから、未来の社会を担ってゆく人間たちへの投資

なのだ」ということを肌身で感じることができました。ここで

の体験を当時のメンバー全員で共有できたことはこのプロ

ジェクトを進めていく上で、とても大きな価値があったよう

に今では思います。

　2009年に始動した小さなプロジェクトが、現在まで多く

の人々の努力によって脈 と々紡がれ、今まさに社会に影響を

与え変革を起こし続けていることを心からうれしく思ってい

ます。

　最後に、プロジェクト始動時に掲げたミッションを。

「すべての子どもに機会を。すべての子どもに夢を」

2010

参加者からボランティアへ
　もうすぐ、息子が5歳になる。私が阪神・淡路大震災で被

災したときと同じ年齢である。月日が経つのは本当に早い。

　震災によって、住んでいた家は半壊した。私は、復興に向

けて奮闘する両親と離れ、半年以上、島根に住む祖父母の

もとで避難生活を送った。避難先の保育園に馴染むことが

できず、寂しい思いをしたことをよく覚えている。そんな私を

心配した母が、たまたまキャンプの案内を見つけ申し込んだ

ことで、関学学習指導会と出会った。以降、長期休みのたび

に同会主催のキャンプに参加する常連となった。

　さまざまな企画を提供してくれた当時の大学生リーダー

には申し訳ないが、お風呂上がりに卓球をしたことが一番

記憶に残っている。

　その後、成長し、大学入学が決まったのちに、縁あって

BrainHumanityの活動にボランティアとして関わること

となった。年間イベントの会計や、事業部の運営などに携

わり、最終学年のときには副理事長として情報管理・顧客

管理を担当した。お世話になった大学生リーダーへの恩返

しの意味を込めて活動をしていた、というと聞こえが良い。

事実、私自身が周囲にそのように話していたかもしれない。

しかし、実際は違っていた。目的達成のためにチームで一

生懸命になることを望んでいたように感じる。おそらく幼

少期に、子どもたちに楽しい時間を提供しようと大勢で奮

闘する、お兄さんやお姉さんを見たことが影響したのであ

ろう。

　BrainHumanityの活動は、公益性が高い。それゆえ、

周りには従事する者が美しく映る。一方で、世間に見えな

い部分は、実に泥臭い。1つのイベントをつくりあげるため

に、しなければならないことはたくさんある。思い通りにい

かず、度々、逃げ出したくなるような衝動に駆られる。お金

もかかる。時間もかかる。続けることが難しい。それでも、

あきらめず皆で完遂したときの達成感は何事にも変えが

たい。数多くの仲間とたくさんの汗や涙を流す濃厚な日々

の連続であり、喜怒哀楽、さまざまな感情を味わった。社

会の厳しさ、楽しさを学ぶことのできた充実の4年間で

あったと思う。

　そして現在、私は障害者の社会参加を後押しするため、

デジタル障害者手帳の普及に取り組んでいる。社会インフ

ラをつくる、壮大なプロジェクトである。その分、苦労も絶

えないが、目的の達成に向けて多くの人と尽力し、社会を

少しでも良い方向へ動かしたい。

　亡くなった方々の分も毎日を大切に生きていくことを、

改めて誓う。

2010

株式会社YEVIS設立について
　株式会社YEVIS（以下、えびす）は、阪神地域で障がい

のある子どもとその家族に対する支援事業を行なってい

ます。

　ブレーンヒューマニティー（以下、当会）とNPO法人み・

らいず２（以下、み・らいずおよびみ・らいず２（注：み・らい

ず２は関連法人である株式会社レーベルから出資））の共

同出資、協働により2010年に設立しました。

　それまで、両法人は、学生が活動の担い手の主体である

団体同士として、トップマネジメント研修の企画実施など、

親睦を深めてまいりました。

　それぞれの活動展開を構想する中で、単体の限界を確

認し合い、協働の可能性を探る中で、2008年度に阪神地

域での活動展開が構想されました。

　当初は、み・らいずの一部署としての展開を模索し、そこ

に当会が協力する構想でした。その後に検討を重ねる中

で、人材と資金を出し合い、協働を確実なものとしていくた

めの手段として、株式会社の新設が最も合理的であるとい

う判断となりました。

　当時、NPO法人が出資し、営利法人の株式を保有して

事業展開をおこなう先行事例はあまり見受けられませんで

したので、その後の活動モデルの１つとなったと捉えてい

ます。

　その設立を前提に、2009年度にみ・らいずの職員であ

る若松周平が、非常勤職員として当会に出向、総合事業局

を担当しました。そこで、駄菓子屋事業や兵庫県ビジョン

課との協働事業である集落ワークキャンプ、Chance for 

Children事業の立ち上げなどを担当し、職員や学生らと、

当会のマインドや価値観を共有しながら、今後のえびす事

業での協働の可能性を模索しました。

　そして、2010年2月1日、当会事務所小会議室内に株式

会社YEVISを設立しました。当会からは阪上宗平を出向、

み・らいずからも若松に加えてもう1名の職員出向を受け、

創業しました。

　その後、2010年4月からは、居宅介護・移動支援事業を

開設。2011年1月から、障がい児の通所支援事業「えびす

夙川」（阪急夙川駅最寄）を開所、2012年8月には同じく

「えびす本山」（JR摂津本山駅最寄）、2015年4月には「相

談支援センターえびす」を開所し、子どもはもちろん、成人

後も、その家族のサポートを含めて実施する活動展開となり

ました。

　2023年末現在で、顧客数は約150名、職員と学生活動者

を合わせて約40名の事業規模となりました。今後も、当会と

み・らいず２のビジョンを踏まえて、社会的なニーズをとらえ

ながら事業を展開して参ります。

2011

東日本大震災
　2011年3月11日、東日本大震災。当時、当会は、阪神・淡路

大震災の経験を活かした支援を行うため、被災者とNPOの

支援をつなぐ取り組み（通称「つなプロ」）を全国のNPOと

連携して実施していました。つなプロは、避難所で支援が届

きにくい方々に、アセスメントから必要なサービスや物資提

供を行う取り組みです。私もスタッフとして震災から2週間後

に宮城県石巻市に入りました。街の真ん中に流れ込んだ漁

船、基礎だけが残った家々、流れついた魚と街を覆う生臭

さ。一瞬で絶望感に襲われたのを覚えています。

　それから緊急支援を数ヶ月行いましたが、子どもたちの環

境は一向に改善していきません。何もかもを流され、失い、希

望が見えない子どもたち。我々にできることは何かを日々考

えていました。

　学生時代、私はワークキャンプで子どもの課題や中高生

のキャリア支援に触れ、同時に能島氏から当会の歴史、文化

についてよく伺いました。震災当時の話。子ども支援の重要

性。そして、理想の社会や当会の使命について‥。そんな学

生時代を過ごした私にとって、東北にいる自分が子ども支援

を始めることはある種の必然でした。

　2011年6月20日、当会からスピンオフしてCFCが生まれ、

東北で活動を始めました。CFCの取組みは、寄付を原資に

学習や体験で利用できるクーポンを子どもたちに提供する

ものです。また、学生ボランティアが子どもに伴走し、相談支

援も行っています。当時、大規模災害時においては、①多数

の子どもたちの支援、②ニーズや環境に応じた個別支援、③

地域の担い手（＝教室やクラブ）の復興支援が重要でした。

その観点から、学習や体験を直接提供するのではなく、クー

ポンを助成し、子どもが学びの場を選ぶ。地域と子どもがつ

ながり、お金もまわる仕組みを選びました。

　最初のクーポン提供は1,700人の応募に対してわずか

150人。ほとんどの方に落選通知を送ったことは今でも忘れ

られない悔しい経験です。一方で、子どもたちから「一筋の

希望だった」と言ってもらえたことが何よりの支えでした。

　活動を続ける中で、就職や進学をして巣立っていった子、

地元で働き、その支えになっている子もいます。当時被災を

した子どもが学生ボランティアになっていたり、寄付者に

なって支えてくれていたりします。阪神・淡路大震災、東日本

大震災を経て当会が託してきたバトンは、東北の地にもつな

がり、今もなお若者たちに受け継がれています。

2011

関西カタリバ創設期
　2011年度は、関西カタリバにとってはじまりの1年でした。

総合事業局の学生が東京のカタリ場に参加したことをきっ

かけに、関西でも実施したいという動きが後輩に引き継が

れ、2011年度に神戸市の委託事業により初めて実現しま

した。

　カタリ場は、大学生数十人が高校に出向いて、高校生と本

音で語ることで、将来に向けて一歩踏み出すきっかけを作る

キャリア教育の出張授業です。その背景にあるのは、ニート・

フリーター、学習意欲の低下、所得格差などによる教育格

差、早期離職者の増加など、若年層に蔓延る様々な社会課

題。高校進学率が98％にのぼる現代において、日本の明日

を担う高校生が将来の“なりたい姿”や“憧れ”を持ち、主体

的に一歩を踏み出せるように。高校生の“心に火を灯す“た

めに、カタリ場が行われます。

　第1回目は、須磨翔風高校企画。当時の総合事業局局長

をプロジェクトマネージャー（PM）にたて、コアスタッフ（コ

ア）を含めた運営メンバーは７名。何もわからない中、手探

りで大学生スタッフに対する説明会や練習会など準備を

進め、本家のNPOカタリバのサポートもあり、初めて高校

生にカタリ場を届けることができました。

　カタリ場では、大学生1人と高校生複数人が体育館等で

車座になり、ワークシートを使ったり、紙芝居形式による大

学生の体験談を聞いたりしながら、高校生が自分自身や将

来について思っていることを対話で深堀りしていき、授業の

終わりには、明日から行動できる目標を“約束”として落とし

込みます。親でも、先生でも、友達でもない、高校生にとって

少し先の人生を歩む、利害関係の少ない“ナナメの関係”で

ある大学生だからこそ、本音を打ち明けやすい。授業の初め

はおちゃらけていた生徒の目の色が、対話を通して変わって

いく様子。反対に大人しくて無口だった生徒が、ぽろっと本

音を口にしてくれた瞬間。授業の終わりに、PMから高校生

へ思いをのせたまとめの言葉が届けられた後、高校生と大

学生、時には先生をも巻き込んで談笑し、なんとも言えない

優しくあたたかい一体感に包まれる体育館。関西の高校で

初めて届けられたその“場”は、運営メンバーはもちろん、そ

の光景を目の当たりにした大学生の多くを魅了しました。

　その後、2011年度のカタリ場は、第2回六甲アイランド

高校、第3回東播磨高校、第4回夢野台高校、第5回日吉ケ

丘高校、第6回神戸高塚高校、と続きます。企画を重ねるた

びに、カタリ場に引き寄せられる仲間が増えていきました。

そして企画がまだ少なかった当時は、1つ1つの企画に全力

を注ぎ、一丸となって取り組むことができた時期でもあり

ました。この場を次に繋げるにはどうするべきか。私たちが

高校生に届けようとする単発授業には何の意味があるの

か。新たな高校生に出会うたび、話し合いを重ね、次へ次へ

とバトンが繋がれていきました。組織面においても、事務局

体制が少しずつ整い、2011年度のPMとコアを担ったメン

バーのほとんどが、その後数年間のカタリバ創設期から成

長期に渡って、カタリバの体現者として、中心的な存在を担

います。

　「カタリバには不思議な力がある」

　これは、当時の担当職員の言葉です。カタリバは、人の本

音を引き出す、人の心を動かす力がある。高校生にとってだ

けでなく、大学生にとっても。かく言う私も、友達と参加した

新歓で誘われるがまま第1回企画のコアになり、あれよあれ

よという間に、第4回企画PM、事務局、ディレクター、学生職

員、と大学生活のほとんどをカタリバに捧げた1人です。幸い

にもカタリバ創設期の熱気を間近で見届けることができた

私にあったのは「自分にはカタリバを次に伝える使命があ

る」一心でした。そう思わせてくれたのは、創設期を引っ張っ

てくれた偉大なる先輩方であり、そんな先輩方は“憧れ”で、

一歩先から見守って気づきを与えてくれる、まさに“ナナメの

関係”でした。

　多くの高校生や、私にとってそうであったように、“人の心

に火を灯す”場がこれからも続きますように。そして私自身、

カタリバ卒業生として恥じぬよう、かつて授業の終わりに高

校生と交わした“約束”を改めて思い出そうと思います。

2012

チャレンジのバトン
　毎週土曜・日曜日にイベントを――。

　今考えてもぞっとするこんな発想を基に、私が事業管理

担当理事を務めていた2012年度は、日帰りイベント実施

数77日（前年度比175％）という怒涛のラインナップで企

画を展開していた。各イベントの立案や本部スタッフの確

保のために事業部も奔走していたが、圧倒的に足りていな

かったものがひとつ、企画管理者である。企画管理者の役

割は、各イベントが適切かつ安全に運営されているかを管

理することであるが、本部スタッフの経験などが求められ

るため、誰もができるわけではない。事業管理担当理事と

しても、企画管理者不足によりイベントができない事態は

避けるべく、企画管理者の増員・育成に頭を抱える日々が

続き、一時的にだが年間デイイベント5本とキャンプ3本の

企画管理者を兼務せざるを得ない状況だった頃は、朝か

ら晩まで事務所に入り浸り、職員と間違えられることもしば

しばであった。

　やりたいこと・やるべきことがあふれている大学生活4年

という長いようで短い期間の中で、本部スタッフを経験し、

さらに企画管理者として活動を継続していくということは、今

思うと相当な「物好き」でなければできないことだったかも

しれない。ただ、意外と周囲にはそんな「物好き」も多く、結

果としてあれだけのイベント数を遂行できたのである。本部

スタッフに手を挙げる学生の動機は実に様々で、「楽しそう

だから」「友達に誘われたから」「運営に興味があったから」

‥。動機は違えど、皆チャレンジしていく。そのチャレンジを

受け止め、二人三脚で導いていく存在が企画管理者である。

「物好き」たちの原動力は、やはり自身の過去のチャレンジを

誰かに受け止めてもらったからだろう。私自身、2泊3日で

キャンプファイヤーもせずひたすらにピタゴラ装置を作ると

いう極端なキャンプへのチャレンジができたのは、受け止め

てくれた人がいたからなのだ。

　現在の職場で後輩や部下と接する際、今でも時折、当時

の活動を思い出す。厳しく接しすぎたと反省することも多々

あるのは（本当に反省しています‥）、どんな組織でも同じで

ある。30年という長い間、絶やさずイベントやサービスを提

供できているということ。それは誰かのチャレンジを今も誰

かがしっかりと受け止めているということ。この素

晴らしい環境をどうか絶やさず、たくさんのチャレンジが花

開くことを願っている。

2014

関西教育旅行株式会社設立
　2014年1月6日、関西教育旅行株式会社（以下、KET）が

設立され、当時、当会の事務局長を務めていた北村頼生氏

（以下、北村さん）が代表取締役、理事長の能島裕介氏（以

下、能島さん）が専務取締役として就任されました。設立にい

たるきっかけは、震災以降、20年近くにわたって続けてきた

子ども対象キャンプにおいて、「①公に広く参加者の募集を

行い、②受益者から対価をいただき、③宿泊・交通のいずれ

かの手配が含まれる」ことを理由に、旅行業法に抵触すると

の指摘を受けたことでした。当会から1,200万円を出資して

の100％子会社の設立は、創立20周年にふさわしい一大イ

ベントでした。周年記念パーティー開催に便乗して「事務所

内フリースペース改装」の話も持ち上がり、本当に大きく変化

した1年だったと記憶しています。私自身、翌年2015年4月1

日にマレーシア・オイスカ村内のグラウンドにて当時事務次

長の鶴巻耕介氏より、入社式を執り行っていただきました。

KETについても、入れ替わりで当会を退職される北村さん

に叙々苑に呼ばれたと思いきや、能島さん（100％株主の

ジャイアン）が現れ、そこで開催された（実質）株主総会に

て、代表取締役のバトンを握らされることになりました。当会

が30周年という節目は、KETにとっても10年という節目を意

味します。経営しているとはとても言えないレベルの名ばか

りのものですが、それでも近年は当会以外の非営利団体・会

社さんとの共同でのキャンプも少しずつ増えてきており、年

間35キャンプ、1,000人の子どもたちが安心してキャンプに

参加できる土台を提供できています。

　私自身、2014年当時は大学4年生で、副理事長や事業部

の特命担当理事としても活動していました。2008年から

2012年ごろにかけての事業拡大期を経て、自主事業拡大の

踊り場を迎えた時期です。事業拡大を支えてきた、役割や責

任の明確化、目標設定・進捗管理に偏ったマネジメント手法

だけでは、これまでのような成果が出せなくなってきていた

のがこの頃からだと記憶しています。入職後、これまでのマ

ネジメント手法では学生がどんどん活動を離れていく、そん

な状況が長く続きました。今尚、明確な正解は出せていませ

んが、10年前と変わらない光景が広がっている一方、これま

でとはちがった“現在”の学生たちの雰囲気を感じていただ

けると思います。

　ぜひお待ちしておりますので、すてきなお土産を忘れず

に、お気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。　

2015

こども食堂について
　こども食堂事業は、当時6人に1人の子どもが貧困状態に

あたると言われ、経済的な理由や家庭の環境から欠食・孤食

の状態にある子どもたちへの支援を目的として始まった活

動です。以前より当会では生活困窮世帯への学習支援を

行ってきましたが、勉強というツールでは支援が届かない

子どもたちへのアプローチ手段として企画されたものです。

2014年に当時の総合事業局代表を中心としたメンバーに

て立案され、ソーシャルビジネスプランコンペ「edge」へ参

加。その後2015年春に正式に当会内で事業立ち上げを行

い、立案から1年の月日を経て2015年12月28日に西宮市

野間町にあるyoricafeにて「にしのみやこども食堂」を

オープンし、今日に至るまで毎週月曜日の活動を続けてい

ます。

　さて、私自身の話をさせていただくと、こども食堂は中高

生時代の私が欲しかった場所でした。中学生の頃に母親

を亡くし、1人で食事をとることも少なくなかったあの頃に

この場所があればどれだけ救われただろう。そんな居場所

を作りたいとの思いから、前述の代表よりバトンを引き継

ぎ、こども食堂事業に携わり始めました。

　当時を思い返すと、オープンして数ヶ月は来店者0名と

いう日の方が多く、余ったたくさんのご飯を事務所の大学

生たちに配り回るような日々でした（事務所では空腹大学

生支援と呼ばれていました）。そんなこども食堂事業が8年

以上経った今、子どもたちの集う場所として在り続けてい

ることをとても嬉しく思います。

この活動を支えてくださる支援者の方々、日々の運営に励

むスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

　にしのみやこども食堂のホームページに「ただそこにい

るだけでもいい場所」という言葉があります。私の好きな

小説から取った言葉で、こども食堂や居場所としての理想

を込めた言葉です。「いるだけ」が許される場所があること

で救われる子どもたちがいて、これからもそんな子どもた

ちに届く居場所であってほしいと願っています。

2018

理事長交代
　神戸市内のゲストハウスで職員合宿をしている時に「理

事長交代」についての話があったように記憶している。「代

表誰がやる？」という話の中で、年齢が一番上だから松本

だよねという絶妙な空気感と、代表にチャレンジしてみた

いという私の若さが代表就任を後押しした。

　その時は、これからの不安よりも、当会で活動をはじめ

て事業部員から始まり、執行役員、副理事長、事務局長、事

業部代表、専務理事、理事長とすべての役職をコンプリー

トしたなとアホなことを考えていた。

　その後、総会で役員構成が承認され、私は、私たちの世

代にとって絶対的な存在である能島さんの後任を務める

という運びとなった。

現実に理事長となると、呼ばれ慣れていないこともある

が、これからのことを考えると、当時29歳だった私は、不安

と楽しみが混ざったなんとも言えない気持ちだった。

　折しもブレーンヒューマニティーの財政状態が下降傾向

にあり、学生のたちを取り巻く環境も大きな変化を迎えて

いたタイミングでもあった。

　周囲からは、代表交代を機に様々な変化を期待されて

いた。「松本らしさ」も求められていた。

　就任2年後の2020年からは、新型コロナウイルスの感

染拡大という課題にも向き合うこととなった。学生たちの

活動の場が制限され、キャンプもキャリア教育も海外ワー

クキャンプもフレッシャーズキャンプも新歓もすべてが中

止となった。当会が創業時から守ってきた、学生自治や、

学生が学生に脈 と々事業を引き継いできた文化が途切れ

てしまう。そんな焦りもあった。

　代表就任から6年という月日が経った今、振り返ってみ

ると、結果的に当会は根っこの部分は何も変わっておらず、

しかし、そのころと比べて大きく進化したように思う。

急激な変化を期待されていたあの頃。何かを変えたいが、

急激な変化は様々なハレーションを生むため、二の足を踏

んでいたあの頃。自分がすべてを背負ってしまったと思い

込んでいたあの頃。

　代表というシンボリックな役割は引き継いだものの、

それ以降の大きな進化を生み出したのは、その時間をとも

に過ごした学生たちであり、そのサポートをした職員たち

であり、様々な形でわたしたちを支えてくれた社外のサ

ポーターのみなさんのおかげであったと思っている。

　1994年から2024年まで30年、そしてこれからも続くで

あろうこのブレーンヒューマニティーというコミュニティの

中で、今までの時間を紡いだ大学生たち、今、一緒に歩い

てくれている大学生たち、これから一緒に歩くであろう大

学生たち。

　そのすべての人たちに、これからのブレーンヒューマ

ニティーを自慢できるように、この代表交代にきちんと意味

を持たせれるように、この時間が終わったときにいい時間

だったなと思えるように、これからも進んでいきたいと思う。

2019

ユースワークとの出会い
　2019年10月1日、尼崎市から指定管理を受けて、市内唯

一のユースセンターとして尼崎市立ユース交流センターの運

営がスタートしました。当時、入試改革によりセンター試験は

終了し、学習指導要領の改訂によって、高校の授業内容は

「探求」を軸とした学びへとシフトしていくなど、高校生の環

境は大きく変化していた時期だと記憶しています。そのよう

な状況下で将来に対しての不安だけではなく、家庭環境や

友人関係、学校でのトラブル、自分の発達特性の課題など、

この年代だからこその悩みやゆらぎもあります。それらをサ

ポートしようと、当会で一緒に活動していたOBOGに声をか

け、ユースセンターの運営をはじめました。

　ユースワークに出会ったのもその頃になります。言葉自体

は知っていましたが、よく理解できていなかったため、ユース

ワークの研修会に参加しました。ユースワークとは、イギリス

で始まったユースに関する事業の総称で、「ユースワークは、

若者が享楽、挑戦、学習および達成を統合した非公式の教

育的活動を通して自分自身、他者および社会について学ぶこ

とを援助する」（全国青少年機関（Nat iona l  Youth 

Agency, NYA.2009）だと教えてもらいました。言葉だけで

はピンとこない部分もあり、ユースワークについて日々学び

ながら、「やりたいをやろう」をいうキャッチコピーを掲げ、一

人ひとりの若者たちが、自分と向き合い、自己実現できる場

になるように取り組んできました。

　開設して、2024年で4年が経ち、来館者数も延べ12万人

を超えました（2024年1月現在）。様々な若者たちの挑戦が

生まれてきており、「尼崎にスケートボードパークをつくろう」

とまちづくりに乗り出す高校生チームや、校則に納得したい

からガイドラインを作ってほしいと訴える中学生、父子家庭

で育った経験からみんなで食事が食べられる環境をつくろ

うと中高生食堂を行う高校生など、活動は多岐にわたってい

ます。

　「自分が動けば社会は変わるかもしれない」

そんな期待が芽生え始めていると感じています。

　日本の中で、ユースワークという概念が少しずつ広がって

きている一方、ヨーロッパでは、以下のようなことも言われて

います。

　「ユースワークは本質的には社会的実践であり、若者や若

者が生きる社会に働きかけ、若者が地域社会や意思決定に

積極的に参画し包摂されることを促進する」（『欧州評議会・

閣僚委員会により2017年5月31日に採択された勧告及びそ

の説明のための覚書』（翻訳）」）

　これは当会が掲げるミッションそのものであり、30年もの

間、数々の先輩たちが後輩にバトンを引き継ぎながらずっと

目指してきたものではないでしょうか。

　「若者が成長できる環境をつくると同時に、『若者は社会

に影響力を与えることができる』ということを、若者と一緒に

社会に示し続けていく」

　今、30周年を迎え、社会が大きく変化していく中で、なお

「学生主体」に拘る理由がここにあるのではないかと考えて

います。

2020

コロナ禍の学生たち
　2020年当時、私は大学4年生で副理事長として、またレク

リエーション事業部・学校連携事業部にて活動していまし

た。2020年2月、新型コロナウイルス感染症が大流行し店頭

からマスクが消えたころ、常務会にて団体としての対応が議

論されました。2020年4月の緊急事態宣言に合わせ、各種

イベントが中止になったり新歓をオンラインで実施したりと

様々な対応がとられました。7月頃からは定員を50名以内に

制限した夏季キャンプやフェイスシールドを着用した状態で

のカタリバ事業など、感染対策を十分に行いながら対面イ

ベントが再開されました。また対面でのイベントだけでなく

オンラインのイベントも積極的に行われ、学校連携事業部で

は課題探究プログラムを、ワークキャンプ事業部では交流

プログラムを実施しました。変化を余儀なくされた当時の

当会において、活動する学生の様子も大きく変わっていき

ました。

特に大きかった変化が当会での活動意欲や学生ならでは

のチャレンジ精神の低下です。春～夏にかけて、自身が寝

る間も惜しんで準備したイベントが実施できなくなった学

生がいたりイベント数が減少したことで活動機会を失った

学生がいたりと、当会での活動に対してモチベーションを

保つことが難しい状況でした。今までと違う環境に四苦八

苦しつつも、事業プランコンペやオンライン飲み会などの

接点づくりを試みながら「どのような体制であれば実施可

能か？」を考え抜き、試行錯誤したことでイベントを再開で

きました。また事務所への入室が許可制になり、オンライ

ンでの活動がメインになったことで学生同士の関係構築

の仕方も大きく変化しました。事務所で他愛ない会話をし

たり深夜まで一緒に作業をしたりといった学生同士の絆の

ようなものを形成する機会が少なくなり、お互いの悩みを

共有しどんなことでも相談できる関係性を構築することが

難しくなりました。

　そんな中でも事業を途切れさせることなく実施できた

のは、当時の職員はもちろん学生たちのたゆまぬ努力が大

きかったと感じています。オンラインでどんな価値を届け

られるのか、本当に参加者は集まるのか、感染症対策をし

ながらクオリティを維持できるか、などの課題に向き合い

実行することは相当の胆力が必要であり、決して簡単なこ

とではありません。まさに「学生だからといってできないこ

とはない」という当会の価値観が現れていたと感じています。

2023 

最近の当会の様子
　2023年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に

伴い、当会は、同年後半頃からコロナ禍以前の活動を再開

できるようになったと思います。私自身、コロナ禍の中で学

生生活を送っていたので当会のコロナ禍以前の活動を

知っているわけではありませんが、以前からの伝統と共に

新たな基盤が作られていったのではないかと考えます。
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経営指標（要旨）
歴代役員・事業部長など
事業部局の変遷

Document

　コロナ禍が収束したことで、対面での新入生歓迎パー

ティーを行ったり、フレッシャーズキャンプを開催したり、

海外ワークキャンプを実施したりすることができました。対

面での活動がどんどんと増えていく中で、オンラインでの

ミーティングを行うことで、忙しく過ごす大学生でも、自分

のやりたいことに時間を掛けることができたのではないか

と思います。

　当会に在籍する学生は、関西学院大学だけではなく

様々な大学から集まっています。それぞれやりたいことや

当会で活動する理由は異なりますが、私は人との繋がりを

求めていると思っています。学生発信で運動会を行った

り、事務所でたこ焼きパーティーをしたりと、普段の活動で

は関わることのない人同士でも、仲良くなるきっかけがた

くさんありました。その繋がりから事業部の垣根を超えて

活動するようになったりもしました。

　先輩後輩関係なく仲がよく、雰囲気が温かく、誰かのた

めに一生懸命に時間をかけて向き合うことや、そんな人を

全力で応援することは、当会の変わらない魅力の一つでは

ないかと思います。短い学生生活を自分でどのように過ご

すのか決め、行動する。やりたいことをとことんやれる環境

がとてもありがたいと思います。
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経営指標（要旨）
ブレーンヒューマニティーならびに関連企業

特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー

グラフ内容

（単位：千円）

2000/3/31
～2000/3/31

3,061
2,260
800

3,181
2,380

2000/4/1
～2001/3/31

8,355
2,538
5,817
29,517
24,500

2001/4/1
～2002/3/31

8,255
7,083
1,171
36,998
41,644

2002/4/1
～2002/10/31

12,064
10,909
1,155

31,806
31,821

2002/11/1
～2003/10/31

11,883
10,207
1,676

40,181
39,660

2003/11/1
～2004/10/31

12,712
7,771
4,940

43,335
40,071

2004/11/1
～2005/10/31

12,548
7,629
4,918

47,147
47,168

2005/11/1
～2006/10/31

13,450
7,963
5,487

59,863
59,295

2006/11/1
～2007/10/31

15,797
7,279
8,517

65,497
62,467

2007/11/1
～2008/10/31

30,300
18,373
11,927
84,501
81,092

1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

2008/11/1
～2009/10/31

27,377
17,846
9,530

85,409
87,805

2009/11/1
～2010/10/31

25,605
13,288
12,317
94,091
91,305

2010/11/1
～2011/10/31

25,630
13,166
12,464

105,991
105,844

2011/11/1
～2012/10/31

27,434
13,756
13,677

111,849
110,636

2012/11/1
～2013/10/31

40,771
21,888
18,882

108,577
103,372

2013/11/1
～2014/10/31

42,407
22,713
19,694

103,817
103,005

2014/11/1
～2015/10/31

41,497
23,741
17,756

102,481
104,419

2015/11/1
～2016/10/31

40,216
23,734
16,482
95,413
96,687

2016/11/1
～2017/10/31

32,610
17,465
15,144
73,801
75,139

2017/11/1
～2018/10/31

82,899
37,985
44,913

134,120
104,351

2018/11/1
～2019/10/31

117,143
56,253
60,890

185,822
169,846

2019/11/1
～2020/10/31

154,764
77,811
76,952

227,910
211,848

2020/11/1
～2021/10/31

174,382
85,344
89,038

242,227
230,141

2021/11/1
～2022/10/31

188,706
79,220

109,486
271,544
251,096

2022/11/1
～2023/10/31

166,366
59,860

106,505
250,927
253,907

2010年度 2011年度 2012年度 2014年度2013年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度会計年度

自
至
資産
負債
正味財産（純資産）
収益
費用

公益社団法人チャンス･フォー･チルドレン

2011/4/1
～2012/3/31

48,229
41,141
7,087
83,791
76,703

2012/4/1
～2013/3/31

82,029
69,563
12,465
92,606
87,228

2013/4/1
～2014/3/31

102,807
96,214
6,593

113,283
119,156

2014/4/1
～2015/3/31

134,003
14,425
119,577
254,813
141,828

2015/4/1
～2016/3/31

145,881
13,828

132,052
171,484
159,010

2016/4/1
～2017/3/31

164,803
16,404

148,398
200,941
184,594

2017/4/1
～2018/3/31

176,296
14,535

161,760
183,974
170,612

2018/4/1
～2019/3/31

167,766
19,028

148,738
182,984
196,006

2019/4/1
～2020/3/31

194,090
17,116

176,974
214,778
186,543

2020/4/1
～2021/3/31

293,291
21,991

271,300
316,258
221,931

2021/4/1
～2022/3/31

356,906
36,089

320,816
363,404
313,888

2022/4/1
～2023/3/31

469,498
54,423

415,074
419,266
325,009

2023/4/1
～2024/3/31

539,526
52,198

487,327
558,014
485,761

2011年度 2013年度2012年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度会計年度

自
至
資産
負債
正味財産（純資産）
収益
費用

株式会社YEVIS

2010/2/1
～2010/12/31

3,271
2,148
1,122
4,040
6,917

2011/1/1
～2011/12/31

6,527
4,377
2,149
21,245
20,218

2012/1/1
～2012/12/31

13,135
6,255
6,880
37,764
33,032

2013/1/1
～2013/12/31

12,858
5,143
7,714
50,493
49,259

2014/1/1
～2014/12/31

16,710
8,889
7,821
46,675
46,449

2015/1/1
～2015/12/31

15,306
7,205
8,100
43,756
43,477

2016/1/1
～2016/12/31

10,820
5,356
5,463
43,357
45,954

2017/1/1
～2017/12/31

10,851
5,046
5,804
44,590
44,250

2018/1/1
～2018/12/31

10,766
6,704
4,061
43,811
45,514

2019/1/1
～2019/12/31

16,308
10,636
5,672

50,391
48,781

2020/1/1
～2020/12/31

26,923
21,720
5,203

49,446
49,595

2021/1/1
～2021/12/31

25,291
22,882
2,408

50,796
53,591

2022/1/1
～2022/12/31

28,806
23,510
5,296

51,377
48,489

2023/1/1
～2023/12/31

26,575
23,265
3,310

45,613
47,600

2010年度 2011年度 2013年度2012年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

自

会計年度

至
資産
負債
正味財産（純資産）
収益
費用

関西教育旅行株式会社

2014/1/6
～2014/12/31

13,100
2,735

10,365
13,648
15,283

2015/1/1
～2015/12/31

9,462
570

8,891
12,244
13,717

2016/1/1
～2016/12/31

8,897
6,575
2,321
17,486
24,057

2017/1/1
～2017/12/31

10,973
12,026
△ 1,052
54,394
57,768

2018/1/1
～2018/12/31

13,020
5,993
7,027
48,492
47,411

2019/1/1
～2019/12/31

13,892
2,723

11,168
44,733
43,391

2020/1/1
～2020/12/31

13,461
1,180

12,280
13,689
12,578

2021/1/1
～2021/12/31

17,955
5,179

12,776
20,305
19,809

2022/1/1
～2022/12/31

21,488
6,293

15,194
31,887
29,469

2023/1/1
～2013/12/31

55,045
7,085

47,960
30,530
29,264

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

自

会計年度

至
資産
負債
正味財産（純資産）
収益
費用

資産
負債
正味財産（純資産）
収益
費用
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注釈
※ 年度の表記は、各団体の会計期間による。
※ 単位未満は切捨表示。
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理事長 
 
副理事長 

 
専務理事

財務担当理事

常務理事

 

経営担当理事 
 
 
 
理事

 
 
監事

 
経営役員

 
 
執行役員

 
事務局長（西日本） 
事務局長（東日本） 
被災児童支援事業部代表

レクリエーション事業部代表
 
 
デイイベント事業部代表
 
ＨＥＰ事業部代表

不登校関連事業部代表 
 
家庭教師事業部代表 
 
補習事業部代表 
学習支援事業部代表 
教育支援事業部代表 
フリースペース事業部代表 
総合事業局長
 
国際関連事業部代表 
 
協働事業局長 

ワークキャンプ事業部代表
 

学校連携事業部代表                                   

能島 裕介
大藤 泰生

野田 洋一郎
能島 裕介
野田 洋一郎
橋本 崇
森山 隆一

長尾 文雄
川島 惠美

藤巻 光雄

倉谷 明伸

木下 陽介
吉田 督史

能島 裕介

倉谷 明伸

能島 裕介

倉谷 明伸

能島 裕介
川中 大輔

新開 政雄
能島 裕介
川中 大輔
新開 政雄
城戸 武洋
永瀬 芳明
三浦 一郎
吉田 督史

長尾 文雄
川島 惠美
瀧本 康平

藤巻 光雄

近藤 絵美子

田村 明敏

宮前 正裕

菅 正行
田中 章雅
能島  裕介

能島 裕介
川中 大輔
三浦 一郎

芳野 徳洋
能島 裕介
川中 大輔
三浦 一郎
田中 章雅
吉田 督史

芳野 徳洋
加藤 暢之
瀧本 康平
長尾 文雄
川島 惠美

藤巻 光雄

神山 良太
木村 隼人

近藤 絵美子

久道 勇

宮前 正裕

田中 章雅

能島  裕介

平阪 敦司

能島 裕介
神山 良太
田靡 裕祐

木村 隼人
能島 裕介
神山 良太
田靡 裕祐
滝 真也
田中 章雅
峯 聖

木村 隼人
山本 祐介

長尾 文雄
川島 惠美

藤巻 光雄

網谷 佳也
木下 佳美
黒田 直樹
大楽 哲也
植村 里香
神代 勝俊
安田 晶子
山本 菜見子
能島 裕介

阪上 荘平

永井 俊広

佐川 育恵

赤田 庸平

辰巳 真理子

能島 裕介
田中 章雅
大楽 哲也

阪上 荘平
能島 裕介
田中 章雅
大楽 哲也
阪上 荘平
峯 聖

佐川 育恵
山本 祐介

長尾 文雄
川島 惠美
北村 頼生

藤巻 光雄
神代 勝俊
雑賀 衣澄
末永 栄美

小林 愛和
小山 英理子

能島 裕介

丸本 貴之

木下 佳美
大澤 真一
松永 佳子

赤田 庸平

山口 真史

能島 裕介
巴山 雄史
大楽 哲也

山本 菜見子
能島 裕介
巴山 雄史
大楽 哲也
山本 菜見子
田中 章雅
末永 栄美

片桐 聖子

長尾 文雄
川島 惠美
北村 頼生

藤巻 光雄
阪上 荘平
小林 愛和
鶴巻 耕介
元吉 絢子

垣谷 宜男
中芝 浩行

北村 頼生

丸本 貴之

一瀬 那緒

足立 潤

中井 健太郎

辰巳 真理子

能島 裕介
齋藤 幸恵

中芝 浩行
能島 裕介
齋藤 幸恵
中芝 浩行
田中 章雅
鶴巻 耕介

片桐 聖子

長尾 文雄
川島 惠美
北村 頼生

藤巻 光雄
阪上 荘平
竹澤 隼人
橋本 宏平
宮崎 亮太
元吉 絢子
岡本 明日香
小森 あゆみ

北村 頼生

安武 翔

山本 真理子

今井 悠介

足立 潤

中井 健太郎

世良田 一輝
奥野 慧

北村 頼生

能島 裕介
鶴巻 耕介

宮崎 亮太
能島 裕介
鶴巻 耕介
宮崎 亮太
岡本 明日香
齋藤 幸恵
竹澤 隼人

岡部 陽平
田中 章雅

長尾 文雄
川島 惠美

藤巻 光雄
阪上 荘平
岡本 拓也
住森 佑奈
森上 尚子

石崎 真由美
雑賀 雄太
松本 学
山口 紀子
北村 頼生

安武 翔

朝山 優輝

今井 悠介

青木 大輔

中井 健太郎

山口 真史
中芝 浩行

北村 頼生

能島 裕介
樋上 雄哉
松本 学

檀上 誠
能島 裕介
樋上 雄哉
松本 学
檀上 誠
加藤 依子

岡本 拓也
森上 尚子

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄

竹内 章夫
平野 友里香
矢口 紘子

池田 真央
猪俣 朋子
坂本 邦輔
花元 香奈
北村 頼生

田中 章雅
樋口 美沙子

岸本 百恵
小西 智子

今井 悠介

山本 貢爾

山口 真史
辰馬 舞

北村 頼生

能島 裕介
樋上 雄哉
松本 学

檀上 誠
能島 裕介
樋上 雄哉
松本 学
檀上 誠
沖野 直嗣
和田 沙央里

樋上 雄哉
井原 充貴

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
植田 麻友美
佐野 由紀子
脇阪 さやか

馬野 遥
小南 翔子
澤 将規
安原 佳奈
北村 頼生

竹内 章夫

岡 文美

池淵 華子

南 恭平

脇阪 大輔
飯 遥

北村 頼生

能島 裕介
井原 充貴
和田 沙央里

脇阪 さやか
能島 裕介
井原 充貴
和田 沙央里
脇阪 さやか
山口 直哉

斉藤 友美
広瀬 由衣

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
阿部 仁知
澤 将規
向井 千代

勝野 達朗
小村 香央里
久森 有希
藤森 真
北村 頼生

馬場 遥
田中 章雅
神澤 朱音
小南 翔子

鈴木 翔子
北村 頼生

南 恭平

脇阪 大輔

北村 頼生

能島 裕介
阪口 祐輔
久森 有希

脇阪 さやか
能島 裕介
阪口 祐輔
久森 有希
脇阪 さやか
向井 千代

小村 香央里
澤 将規

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
木本 有紀
森川 侑香
矢野 広大

青柳 彰
加藤 礼子
川岸 理央
隆野 咲紀
北村 頼生

田中 晃樹
川内 理恵
佐藤 彰保
小南 翔子

辻本 耕一

南 恭平

勝野 達朗
福井 啓祐

北村 頼生

能島 裕介
浦田 習
阪口 祐輔

北口 晴久
能島 裕介
浦田 習
阪口 祐輔
北口 晴久
高田 亜樹
向井 千代

浦田 習
久米 凜太郎

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
秋田 倫子
小川 恭輔
久宝 達彦

今里 悠介
道正 めぐみ
西 裕平
堀内 睦
北村 頼生

佐藤 彰保
細工 真

中村 凪沙

桧垣 幸平

岩坪 謙一郎

勝野 達朗
檀上 誠
井上 遼
檀上 誠
北村 頼生

能島 裕介
高田 亜樹
岡田 拓也

北口 晴久
能島 裕介
高田 亜樹
岡田 拓也
北口 晴久
今城 真子
福井 邦晃

高田亜樹
梅本拓矢

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
小川 恭輔
久宝 達彦
細井 康平

大口 紗也加
中谷 早希
平山 翼
渡部 ありな
北村 頼生

橋本 知佳

飯尾 愛
宗森 彩香

桧垣 幸平

岩坪 謙一郎

北野 弘樹
吉田 沙世

北村 頼生

能島 裕介
福井 邦晃

木村 安菜
能島 裕介
福井 邦晃
木村 安菜
東 亮輔
鈴木 龍之介
丹羽 大輔

福井 邦晃
中谷 早希

長尾 文雄
川島 惠美
河内 崇典

藤巻 光雄
森 正義
梅本 拓矢
大口 紗也加
加藤 峻

法旨 真希
寺川 絵里
岸田 紘実
上山 知聖
北村 頼生

藤田 淳子

宗森 彩香

横田 俊介
椎木 泰華

宝玉 克彦

北野 弘樹
吉田 沙世

北村 頼生

能島 裕介
岡田 拓也
加藤 峻

上山 知聖
能島 裕介
岡田 拓也
上山 知聖
柏本 晃亮
丹羽 大輔

法旨真希

長尾 文雄
若松 周平

多田 信広
森 正義
柴田 翔平

池尻 かおり
高田 夏央

松本 学

田中 章雅
米田 静矢

岸田 紘実
河本 遥

田中 章雅
福井 邦晃

福井 邦晃

片岡 一樹
田中 章雅

松本 学

能島 裕介
加藤 峻

奥野 慧
松本 学
田村 香奈実
能島 裕介
加藤 峻
田村 香奈実
菊地 佑樹
千葉 茉亜莉
西宮 真梨
松中 惇

高田 夏央
直井 湧斗

長尾 文雄
川島 惠美
若松 周平

多田 信広
森 正義
丹羽 大輔

岩島 航希
大谷 夏未

松本 学
鈴木 平

長宗 香

片岡 一樹

井上 遼

松本 学
井上 遼

片岡 一樹
駒井 まゆ

能島 裕介
大谷 夏未
嶌村 将

奥野 慧
松本 学
今田 絢子
能島 裕介
大谷 夏未
嶌村 将
今田 絢子
小野 知馬
菊地 佑樹
小林 千紗

嶌村 将
西宮 真梨

長尾 文雄
川島 惠美
若松 周平
曽賀 麻梨子

多田 信広
森 正義
中川 直史

坂下 可甫子

松本 学
鈴木 平

長谷 菜未
覚前 怜

片岡 一樹

田中 遼太郎

松本 学
井上 遼

三輪 明日花
吉原 誠生
岩室 樹

松本 学
嶌村 将
中崎 佑香

奥野 慧

御船 海
松本 学
嶌村 将
中崎 佑香
御船 海
小幡 直人
中川 美幸
西山 実里
藤田 理華子
嶌村 将
小林 千紗

北村 頼生
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治

多田 信広
森 正義
中川 直史
平野 楓季

岩渕 香奈
上野 智花
川崎 あかね
西岡 里菜
片岡 一樹
鈴木 平

新見 奈都季

片岡 一樹

駒井 まゆ

松本 学
鶴谷 眞衣
板谷 涼子
尾家 ほの香

松本 学
御船 海

奥野 慧

中川 直史
松本 学
御船 海
中川 直史
岩渕 香奈
小原 日和
西山 実里
藤田 理華子

上野 智花
大谷 夏未

北村 頼生
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治

多田 信広
森 正義
西岡 里菜

尾家 ほの香
川崎 あかね
杉田 隼
前川 有彩
片岡 一樹
鈴木 平

新見 奈都季

片岡 一樹

駒井 まゆ

河本 遥
中谷 安那

尾家 ほの香

松本 学
杉田 隼
岩渕 香奈

奥野 慧

白井 凱
松本 学
杉田 隼
岩渕 香奈
白井 凱
川崎 あかね
前川 有彩
竹田 風香
山本 和也
岩渕 香奈
上野 智花

北村 頼生
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治

多田 信広
森 正義
藤田 理華子

阿部 千春
生田 妃夏
佐川 あかり
中川 優斗
片岡 一樹
鈴木 平

岩谷 真美

片岡 一樹

駒井 まゆ

河本 遥
田村 瞭汰

馬場園 優斗
高尾 夏津子
今橋 竣

松本 学
髙垣 萌衣
義農 千裕

今村 泰臣
松本 学
髙垣 萌衣
義農 千裕
今村 泰臣
白井 凱
前川 有彩

義農 千裕
高尾 夏津子

北村 頼生
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治

多田 信広
森 正義
木地 萌々音
福山 継実

磯部 一貴
田中 裕也
寺澤 明莉

片岡 一樹

岩谷 真美

片岡 一樹

駒井 まゆ

河本 遥
田村 瞭汰

今尾 雪乃

松本 学
佐川 あかり
木地 萌々音

今村 泰臣
松本 学
佐川 あかり
木地 萌々音
今村 泰臣
磯部 一貴

木地 萌々音
池田 奏子

北村 頼生
金 世蘭
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治
多田 信広
森 正義
寺澤 明莉

岩間 健太
西尾 あみる

片岡 一樹

桑田 裕陽

片岡 一樹

駒井 まゆ

河本 遥
佐藤 駿

長尾 遥華

松本 学
磯部 一貴
長尾 遥華
須澤 寛子

塚本 都和子
松本 学
磯部 一貴
長尾 遥華
須澤 寛子
塚本 都和子
武田 花菜
槇野 天音

須澤 寛子
寺澤 明莉

北村 頼生
枡谷 礼路
矢野 剛
山崎 清治

多田 信広
森 正義
馬場 虹奈
村佐 孝太郎

神原 壮琉
土井 翼
難波 太介
若林 李歩
片岡 一樹

桑田 裕陽

片岡 一樹

御船 海

河本 遥
佐藤 駿

原田 雄飛

2010年度2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度会計年度
ブレーンヒューマニティー

理事長

副理事長

 

理事

監事

伊東 真一
能島 裕介
濵村 直之
森川 隆博

濵村 直之

濵村 直之
伊東 真一
能島 裕介
森川 隆博

濵村 直之
能島 裕介

濵村 直之
能島 裕介
上谷 伸一郎
織田 信治
木村 智明
重田 俊征
竹田 英司
村司 玲子

能島 裕介
森山 隆一

能島 裕介
森山 隆一
高見 健一
森 正義
森山 隆一
重田 俊征
北川 麻衣

森山 隆一

森山 隆一
北川 麻衣
河野 隆一
重田 俊征
橋本 崇
松 加奈子
水垣 慶太
新開 政雄
瀧本 康平

能島 裕介

大藤 泰生
能島 裕介
大藤 泰生
川島 惠美
長尾 文雄
野田 洋一郎
橋本 崇
森山 隆一

藤巻 光雄

1994年度 1995年度 1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度以降は下記に続く

（敬称略）

会計年度
関学学習指導会 ブレーンヒューマニティー

ブレーンヒューマニティー

歴代役員・事業部長など関学学習指導会　 ブレーンヒューマニティー

注釈
※ 関学学習指導会は残存する資料が乏しく、一部は関係者の記憶に基づく。
※ ブレーンヒューマニティーは各年度総会資料と関係者ヒアリングに基づく。
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2000年3月
被災児童支援
事業部

レクリエーション
事業部

HEP
事業部

不登校関連
事業部

家庭教師
事業部

補習
事業部

レクリエーション
事業部

レクリエーション
事業部

デイイベント
事業部

2000年4月

2001年11月

2006年1月

2008年1月

2016年4月

現在 教育支援
事業部

学校連携
事業部

ワークキャンプ
事業部

フリースペース
事業部

総合事業局 協働事業局 ワークキャンプ
事業部

総合事業局

総合事業局

協働事業局 国際関連事業部

教育支援
事業部

学習支援
事業部

事業部局の変遷ブレーンヒューマニティー
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編集後記

　2023年秋、当会創業者仲間の能島裕介氏から「相談がある」と持ちかけられました。「創立30周年

記念誌を作りたい。協力してくれ」とのことでした。

　当会は前身団体の発足から、2024年5月1日に創立30周年を迎えました。5周年、10周年、20周年

を迎える毎に記念パーティーを開催してきましたが、「記念誌」を発刊していないことを30周年を目前

にして初めて気がついた私たち……。発足以来、ミッションの実現に向けて、とにかく右も左もわからず

無我夢中で走りつづけてきたあまり、「過去を振り返る」という作業を失念していたのです。

　いやはや。能島氏からの要請に気軽に安請け合いしてみたものの、はたして30年もの記憶と記録を

遡ることは可能なのか、当初は心許ない状況で着手しました。しかし、当会の「総会資料」がそれを

支えてくれました。毎年の定期総会用資料が揃っており、経営数値や会議の内容、執行した事業、

人事などを網羅していたのです。

　まずは、NPO法人化後24年分の総会資料に目を通し、執行した事業すべてを一覧化しました。しかし、

前身団体における活動については資料がほぼ残存せず、大藤泰生氏が当時作成していた年表が救いで

した。これらを整理した結果、30年間にわたり当会が執行した事業は、実に1500超でした。そこから

体系的に整理・集約し、年表の完成に至りました。改めて30年間の重みを感じました。

　過去に撮影された数多くの写真にも目を通し、誌面の許される範囲で掲載させて頂きました。キャンプ

やレクリエーションの度に市販の使い捨てカメラを多用していた頃から、いつからかデジタルに。こんな

ところにもまた、30年という歴史を感じました。

　また、当会卒業者、関係者の皆様には、当会で活躍された当時を振り返るご寄稿を賜りました。厚く御礼

申し上げます。

　内容につきましては厳重にチェックを重ね、総力を挙げて編纂に取り組み、万全を期したつもりで

はありますが、書き足りない点、調査が足りない点もあろうかと存じます。何卒ご容赦ください。

　多々至らぬ点があるなか、近藤隆己様には校正を、横川沙希子様にはデザインをお願い申し上げ、

大変お世話になりました。厚く御礼申し上げます。

　当会は、これからも学生たちが中心となって、活動を展開してまいります。どうぞご支援・ご協力の

ほど、よろしくお願い申し上げます。

　本記念誌が皆様方の当会に対する一層のご理解につながるものとなりますことを希望いたします。

創立30周年記念誌編集委員会

（関学学習指導会 初代理事長、
 ブレーンヒューマニティー同窓会 会長）

委員長　濵村 直之
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特定非営利活動の種類（特定非営利活動促進法第２条第１項に基づく活動の種類）

特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー
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発　行　者
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年表記事執筆
アドバイザー
デザイナー

2024年11月30日
特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー
ブレーンヒューマニティー創立 30周年記念誌編集委員会
濵村 直之／能島 裕介／田中 章雅／川中 大輔／松本 学／片岡 一樹／久米 凜太郎
鶴巻 耕介
近藤 隆己
横川 沙希子

：
：
：

：
：
：

目　的 青少年及びそれに関わる個人法人その他団体等に対し青少年が自己認知し、
自分らしく生きるための支援を行い、もって広がりのある社会の創造に寄与することを目的とする。

設　立 1994年5月1日（任意団体設立）
2000年3月1日（法人設立認証・同日登記完了）

所轄庁 兵庫県知事

事務所 ○本部事務局
　〒662-0832 兵庫県西宮市甲風園1丁目3番12号 カミヤビル3階
　TEL : 0798-63-4441　 FAX : 0798-63-5551
　https://www.brainhumanity.or.jp

○尼崎事務局
　〒661-0953 兵庫県尼崎市東園田町3丁目31-3

○神戸連絡事務所
　〒658-0047 兵庫県神戸市東灘区御影3丁目2-11-177
　TEL : 078-843-8849

1. 社会教育の推進を図る活動
2. 文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動
3. 環境の保全を図る活動
4. 国際協力の活動
5. 子どもの健全育成を図る活動
6. 前各号の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

特定非営利活動に係る事業の内容
1. 青少年に対する総合的な学習指導事業
2. 青少年に対する家庭学習支援事業
3. 青少年に対する文化学習指導事業
4. 青少年の国際交流に係る企画立案事業
5. 青少年に対するスポーツレクリエーション事業
6. 青少年等のコンピューターネットワーク構築事業
7. 青少年に関わる人材育成の事業
8. 青少年に対する青少年等の活動に係る相談及び支援の事業
9. その他、目的を達成するために必要な事業及び前各号の事業に付帯する事業

ブレーンヒューマニティー創立30周年記念誌

※本誌を無断で複写・複製することを禁じます。
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